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栢菅　有香 日本の新聞記事における細川俊夫の評価の変遷 第 49号（63）
カレイラ松崎順子
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 大学の通信教育課程における児童英語講師養成講座の事例報告 第 42号（1）
木村　真人 武満徹《NOVEMBER STEPS》の管弦楽における陰性の音響空間 第 51号（43）
京藤　好男 編集者パヴェーゼ　──日本文学出版への歩み── 第 42号（17）
清野美佐緒 教職課程における授業理解に関する研究
 　　──小学校音楽科鑑賞授業の省察を通して── 第 43号（57）
清野美佐緒 幼児・児童・生徒における音楽的コミュニケーション能力と情動の認知過程　  第 45号（1）
熊澤　　弘 東京藝術大学所蔵 19世紀オランダ水彩画群研究
 　　──幕末オランダ留学生内田正雄将来品の可能性を考察する── 第 45号（19）
黒田　　彰 U. ジョルダーノの歌劇《アンドレア・シェニエ》を演じる新たな視点
 　　――歴史的背景と当時の法律から見た合唱の役割再考―― 第 50号（151）
國府方麗夏 英語教育におけるマルチメディア教材の活用　──海外ドラマのすすめ── 第 43号（75）
子安ゆかり 付曲するとは、いかなる行為であるのか　── Vertonenをめぐる一考察── 第 47号（47）
佐々本彩子 ドビュッシーの牧歌的側面 第 45号（51）
佐藤　恩実 日本におけるオルフ・アプローチ適用の問題点
 　　──ゲーテの思想とオルフ・シュールヴェルクの芸術性を踏まえて── 第 46号（25）
塩野　衛子 ロラン・バルトとジェラール・スゼー 第 49号（77）
篠塚　勝正 日本語文字表記における、日本人の認知意味処理の負荷の考察と今後の展望 第 44号（39）
嶋田　英里 幼児及び小学校低学年の児童のためのソルフェージュ指導法の研究
 　　――8分音符の音価に着目して―― 第 51号（133）
菅野将典（菅野雅紀）
 ヨハネス・ブラームスの未邦訳出版書簡（1）
 　　──少年・青年ブラームス：1853年まで── 第 46号（43）
鈴木　雅之 スズキ・メソード指導者の指導観に関する一考察 第 47号（67）
瀬尾　史穂 乳児の音楽的行動の発達過程に関する考察
 　　── 6つの技能領域の観察を通して── 第 42号（135）
園田みどり ジュゼッペ・ヴェルディのオペラ《マクベス》
 　　──フィレンツェ初演版（1847）の台本成立経緯について── 第 43号（105）
園田みどり 19世紀イタリア・オペラの台本と楽譜の言語テクストをめぐる文献学的な諸問題
 　　──ジュゼッペ・ヴェルディのオペラ《ラ・トラヴィアータ》を
 　　例として── 第 45号（71）
孫　　承慧 子どもの音楽的創造性の育成に関する研究　──キース・スワニックの
 　　音楽的発達モデルに基づく小学校の音楽科授業分析を通して── 第 43号（123）
高田　幸子 クラヴィーア奏者としての C. Ph. E.バッハ
 　　──ハンブルク時代における音楽観の形成と啓蒙美学── 第 44号（53）
高田　幸子 高等教育機関におけるソルフェージュ教育
 　　──チューリヒ音楽院の初年次教育と ICT活用── 第 47号（87）
高谷　典子・岸　美奈子・齋藤　圭子・早川　聡美
 実作品を用いたソルフェージュ教材および学習法への提案
 　　―― C. ドビュッシー《前奏曲集第 1集》を題材として―― 第 50号（167）
高橋　大海 ボワモルティエとルクレールのコンチェルトに関する比較研究
 　　── 18世紀前半のフランスにおけるボワモルティエの位置付けの試み── 第 43号（143）
高橋　大海 ルクレールのヴァイオリン・ソナタ集第 3巻（作品 5）における知られざる改訂
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 　　──フランス国立図書館所蔵の初版譜およびプレストン全曲版を中心に── 第 45号（89）
舘岡　真澄 F.シューベルトのピアノ・ソナタ変ホ長調 D568の現代諸における問題点 第 46号（61）
積田　　勝 中世音楽史の再考　──音響学から音楽史を考える試論── 第 44号（71）
積田　　勝 音大生にふさわしい音響学の授業について
 　　――コンサートホールを使った体験授業の報告―― 第 49号（89）
寺本まり子 18世紀前半ヴィーンとドレスデンの宮廷における晩課詩篇
 　　──フックスとゼレンカの作品を中心に── 第 42号（155）
永井　玉藻 ミシェル・サン＝レオン著『ダンスの練習帳』
 　　――19世紀前半のクラスレッスン用音楽に見られる特徴―― 第 50号（25）
永井　玉藻 現代フランス・オペラの分析試論 第 51号（63）
長岡　　英 ジョヴァンニ・アニムッチャのミサ曲集第 1巻（1567） 第 49号（119）
長岡　　英 ジョヴァンニ・アニムッチャの 5声モテット集第 1巻
 　　――「トーナル・タイプ」による旋法構成分析―― 第 50号（43）
仲村亜寿実 ブラームスによるピアノ編曲稿　──他の作曲家の作品に基づくピアノ・ソロ用
 　　編曲稿　その「バス声部の重要性」と「演奏上の工夫」── 第 44号（91）
中村真由子 大正時代における宮内省式部職楽部の組織改革と楽家制度 第 43号（163）
中村　　良 ルイ 14世治世下の劇場作品におけるブレとリゴドンの区別
 　　──特徴的リズム型を通じて── 第 47号（107）
成宮　北斗 植物のメカニズムに基づく作曲法
 　　──フィボナッチ数列、L-system、生体電位── 第 46号（83）
野原　泰子 フランツ・リストとロシア音楽界の出会い
 　　──ミハイル・グリンカとの関係を中心に── 第 46号（105）
野原　泰子 フランツ・リストと「力強い一団」の接点
 　　──リムスキー =コルサコフと共通の音階に着目して── 第 48号（105）
野原　泰子 ベルリオーズとロシア音楽界の出会い
 　　――《幻想交響曲》と《シェエラザード》を繋ぐ糸を探る―― 第 50号（63）
野原　泰子 山田耕筰のスクリャービン受容　――音楽の法悦境を求めて―― 第 51号（83）
原田　知子 音楽を扱った映画を活用した英語授業　──『スクール・オブ・ロック』── 第 42号（179）
原田　知子 音大生を惹きつける映画　── 6年間の英語授業課題に基づく分析── 第 44号（113）
原田　知子 英語の会話における副詞 justの機能 第 46号（125）
原田　知子 映画『フリーダム・ライターズ』に見られる平叙疑問文 第 48号（141）
平田　亜矢 日本の音楽科教育における YouTube活用の可能性 第 43号（181）
福田　　弥 フランツ・リストの歌曲《墓とバラ》の手稿譜
 　　──新たに所在が確認された手稿譜とその資料的価値── 第 43号（201）
福田　　弥 ローマにおけるフランツ・リストと詩人　──ロングフェローによる《ストラ
 　　スブールの大聖堂の鐘》と A.K.トルストイによる《盲目の歌手》── 第 45号（111）
福田　　弥 F. リストの《聖フランチェスコ賛歌》初稿の成立過程における筆写譜
 　　GSA60/R4aの位置づけ 第 50号（91）
別府　　愛 英国の幼児学校の発展についての一考察
 　　── 20世紀初めの幼児学校における 5歳未満児の就学について── 第 44号（129）
星野恵里子 カハール・オ・シャールキ一考　──アイルランド語で詩を書くということ── 第 44号（149）
星野　和幸 《妙音十二楽》に見られる法要の構成と音楽の特徴
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 　　──盲僧による琵琶付法要に関する一考察── 第 46号（141）
増田　夏子 英語ニュースを通じた英語指導 第 47号（129）
丸山　忠璋 音楽科における質的評価とは何か　──ナラティヴとしての音楽表現── 第 42号（197）
丸山　忠璋 津川主一の作品研究　──蔵書にみる著作物の傾向── 第 44号（161）
丸山　忠璋 津川主ーの生涯と業績　──社会的活動を中心に── 第 47号（157）
宮崎　晴代 『バークレー理論書』MS. 744の記譜法論
 　　── 14世紀末、アルス・スブティリオル理論における伝統と革新── 第 44号（177）
宮崎　晴代 Elias Salomonの Scientia Artis Musicae
 　　──中世のソルミゼーション理論とその展開── 第 46号（159）
宮崎　晴代 中世のソルミゼーションにおける《Ut queant laxis》と《Trinum et unum》
 　　――ソルミゼーション・シラブルの成立過程について―― 第 50号（117）
望月　一史 〈イタリア式〉劇場の誕生試論 第 48号（155）
守重　信郎 18～ 19世紀のクラシック音楽の楽器における音量と寸法の変化に関する調査 第 47号（175）
山崎　正彦 音楽表現の創意工夫に関する授業改善の試み
 　　──音楽的な感受と音楽の諸要素との関わりに着目した創意工夫の試み── 第 45号（139）
山崎　正彦 歌詞の内容を反映した表現の創意工夫に関する研究 第 47号（203）
山崎博和、杉本昌則、小林寛美
 音楽専攻者の専攻別による体力 第 43号（89）
山崎　博和 脳機能イメージングを用いたトランポリン競技者の内因的技術特性の評価に
 　　関する研究　──技術習得と脳活動領野に関する一考察── 第 47号（193）
米田かおり ザクセン宮廷副楽長ジョヴァンニ・アルベルト・リストーリ（1692–1753）の
 　　音楽活動
 　　── 18世紀前半のザクセン選帝侯宮廷における知られざる音楽家の肖像── 第 43号（219）
米田かおり ザクセン選帝侯宮廷における「ミンゴッティー座」の活動　── 18世紀前半に
 　　おける「旅するイタリア・オペラ一座」が果たした役割── 第 45号（155）
米田かおり ヴィヴァルディとドレスデン　── 1730年代初めにドレスデン宮廷に
 　　もたらされたヴィヴァルディの声楽作品を中心に── 第 48号（181）
米田かおり 18世紀前半における「巡業オペラ一座」の活動
 　　――ザクセン選帝侯フリードリヒ・アウグスト 2世時代（在位 1733–1763）の
 　　ドレスデンにおけるミンゴッティ一座の活動を例に―― 第 51号（109）
脇谷　真弓 水野コレクションの古笙「節摺」の形態に関する一考察
 　　──武蔵野音楽大学所蔵の他の笙との比較を通して── 第 43号（237）
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武蔵野音楽学園創立 90周年を記念して、博士第 2009年度から 2018年度までの武蔵野音楽大学大学院博士
論文題目を掲載する。
武蔵野音楽大学　大学院　博士論文一覧　2009 年度─ 2018 年度
2009 年度（平成 21 年度）
　《音楽学》　　平成 22年 5月 22日学位授与
小山　綾子　　　　B.グロスマンによる詩篇曲集《陰府の恐怖と魂の平安 Angst der Hellen und Friede der Seelen》
　　　　　　　　　（1623年）の研究
　　　　　　　　　　　──バロック初期における詩編曲の集成──
　《音楽》　　　平成 22年 5月 22日学位授与
瀬尾　史穂　　　　母子相互作用における乳児の音楽的行動の発達過程に関する研究
　　　　　　　　　　　──家庭における保育場面の観察を通して──
2010 年度（平成 22 年度）
　《音楽》　　　平成 23年 5月 21日学位授与
青木　知東　　　　レオニード・クロイツァーの「再現芸術家」論
　　　　　　　　　　　──ベートーヴェンのピアノ・ソナタ安宅版　作品目、57の校訂を中心に──
孫　　承慧　　　　子どもの音楽的創造性の育成に関する研究
　　　　　　　　　　　──キース・スワニックの音楽的発達モデルに基づく
　　　　　　　　　　　小学校の音楽科授業分析を通して──
　《音楽学》　　平成 23年 5月 21日学位授与
中村真由子　　　　近代における宮内省式部職楽部の研究　──組織と活動──
高橋　大海　　　　18世紀前半のフランスにおけるコンチェルト　──ボワモルティエの占める位置──
2011 年度（平成 23 年度）
　《音楽》　　　平成 24年 5月 12日学位授与
佐々本彩子　　　　ドビュッシーの牧歌におけるフルートの用法　──フルート音楽の新しい方向性──
仲村亜寿実　　　　ヨハネス・ブラームスによるピアノ編曲稿　──出版における匿名性、楽譜収集、楽譜校訂、
　　　　　　　　　　　演奏レパートリーの 4つの観点から──
2013 年度（平成 25 年度）
　《音楽学》　　平成 26年 5月 24日学位授与
星野　和幸　　　　盲僧による琵琶付法要の構成と音楽
　《音楽》　　　平成 26年 5月 24日学位授与
佐藤　恩実　　　　日本におけるオルフ・アプローチの適用と展開に関する研究
　　　　　　　　　　　──バイ・ミュージカリティーを培うオルフ・シュールヴェルクの
　　　　　　　　　　　2つの系統の提案に向けて──
2014 年度（平成 26 年度）
　《音楽学》　　平成 27年 5月 16日学位授与
中村　　良　　　　ルイ 14世治世下の王立音楽アカデミー（1671–1715）で上演された劇場作品における舞曲
　　　　　　　　　　　──印刷資料に基づく統計的観点による考察──
　《音楽》　　　平成 27年 5月 16日学位授与
鈴木　雅之　　　　スズキ・メソードにおける指導者の指導観
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　《音楽》　　　平成 27年 8月 1日学位授与
阿部　正樹　　　　三善晃の 1980年代以降のピアノ作品研究
　　　　　　　　　　　――「響きのモティーフ」による変奏技法と形式形成――
2015 年度（平成 27 年度）
　《音楽学》　　平成 28年 5月 26学位授与
秋津　　緑　　　　1783年–1791年にブルク劇場で初演されたオペラにおける創唱歌手の貢献
2016 年度（平成 28 年度）
　《音楽学》　　平成 29年 5月 27日学位授与
赤木　詩子　　　　H.ヴォルフの《ゲーテ詩集》研究　――詩と音楽の配列の意味――
栢菅　有香　　　　細川俊夫の創作、活動と批評　――日本とドイツからの考察――
2017 年度（平成 29 年度）
　《音　楽》　　平成 30年 7月 31日学位授与
浅野　洋介　　　　《メーリケ歌曲集》におけるヴォルフの宗教的な歌曲の解釈について
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武蔵野音楽学園創立 90周年を記念して、武蔵野音楽大学大学院の 2009年度から 2019年度までの修士論文
題目を掲載する。
武蔵野音楽大学　大学院　修士論文一覧　2009 年度─ 2019 年度
2009 年度（平成 21 年度）
≪ピアノ専攻≫
J.ブラームスに込められたシューマン
　　――J.ブラームス《シューマンの主題による変奏曲》を中心に――　 …………………  秋　山　祐　子
リストのピアノ《協奏曲第 1番》とリトルフの《交響的協奏曲第 3、4番》の比較　 ……  阿久澤　政　行
伝承としての「死の舞踏」とフランツ・リストの《死の舞踏》における救済　……………  飯　島　正　徳
西村朗のピアノ作品研究　 …………………………………………………………………………  猪　口　伸太郎
プロコフィエフのピアノ・ソナタ第 4番における音楽的特徴　 ………………………………  小　林　芳　樹
F. Lisztによる「歌曲のソロピアノへの編曲」に関する研究
　　――シューベルトの歌曲を中心に――　 ……………………………………………………  田　口　尚　美
現代日本におけるコンサートのあり方
　　――18、19世紀ヨーロッパの音楽文化との比較による　 ………………………………  立　川　直　樹
J.ブラームスの《幻想曲集》Op.116に関する分析的研究
　　――主題主要動機の共通性を中心に――　 …………………………………………………  伊　達　沙　織
ピアノ演奏における合理的奏法の一考察　 ………………………………………………………  辻　　　和　明
R.シューマン晩年期の 3つのヴァイオリン・ソナタに関する分析的研究
　　――第 3番（遺作）を中心に――　 …………………………………………………………  筒　井　紀　貴
C.ドビュッシー《12の練習曲　Douze études》における統一音型に関する研究　 …………  中　村　江　美
ロベルト・シューマン《ダヴィット同盟舞曲集》Op.6の作品研究
　　――初版と改訂版の比較を中心に――　 ……………………………………………………  似　鳥　あかね
スクリャービンのテンポ・ルバートについて
　　――作曲家自身による演奏資料をもとにして――　 ………………………………………  野　上　華　子
フランシス・プーランク《ナゼールの夜会》における作曲手法について
　　――和声・構造分析を中心に――　 …………………………………………………………  筈　井　美　貴
R.シューマンの《幻想曲》(Op.17)にみられる形式構造の研究　 ……………………………  原　　　朋　子
J.ブラームスの《ヘンデルの主題による変奏曲とフーガ》(op.24)に関する考察
　　――初期のピアノ独奏用変奏曲作品と比較して――　 ……………………………………  廣　岡　由佳理
アレクサンドル・スクリャービンの初期音楽語法
　　――《24の前奏曲》作品 11における民族的要素――　 …………………………………  廣　垣　さやか
シューマンの《アラベスク》op.18の分析的研究
　　――性格的小品としての観点から――　 ……………………………………………………  松島屋　希　実
R.シューマンのピアノ協奏曲　イ短調（作品 54）におけるピアノとオーケストラの
　　相互関係　 ………………………………………………………………………………………  矢　島　和　音
音楽と文学の関連性　――《ダンテを読んで》とイタリア文学――　 ………………………  山　田　紘　子
≪オルガン専攻≫
ブラームスの《11のコラール前奏曲集》Op.122の研究
　　――共通コラールによる J.S.バッハのオルガン作品との比較を中心に――　 …………  小　田　龍一郎
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H.ウィランの《序奏、パッサカリアとフーガ》の一考察
　　――レジストレーションを中心に――　 ……………………………………………………  猿　渡　友　佳
≪管楽器専攻≫
J. S. Bach作曲　フルートソナタ　ロ短調 BWV 1030におけるアーティキュレーションの考察
　　――フラウト・トラヴェルソの特徴を踏まえて――　 ……………………………………  今　井　千　香
オリヴィエ・メシアンにおける「鳥のモチーフ」に関する研究
　　――《黒つぐみ》の分析を中心として――　 ………………………………………………  東　村　桃　子
循環形式を用いた R.シュトラウスのホルン協奏曲第 2番に関する研究　 …………………  大　内　加　奈
ユン・イサンの思想と《フルート・ソロのための 5つの練習曲》研究
　　――韓国の音楽思想と新たなフルート奏法の関係――　 …………………………………  秋　　　如　奈
≪打楽器専攻≫
J. J. Quantzの教則本『フルート奏法』の普遍性について
　　――マリンバ教則本への萌芽――　 …………………………………………………………  松　尾　美　奈
イアニス・クセナキスの《サッファ》に関する研究　 …………………………………………  黒　田　英　実
≪弦楽器専攻≫
モーツァルトの弦楽四重奏曲における声部間書法　 ………………………………………………  五十川　　　聡
音楽と心と体の調和
　　――ヴァイオリン奏法と精神的な側面とのバランスに関する考察――　 …………………  永　井　木綿花
ヨハネス・ブラームス《ピアノとヴァイオリンのためのソナタ　第 3番　ニ短調》
　　Op.108に関する一考察　――動機操作の分析を中心に――　 ……………………………  矢　野　　　翔
E.エルガーのチェロ協奏曲における奏法研究
　　――ジャクリーヌ・デュ・プレを中心として――　 …………………………………………  所　　　花　名
ラヴェルの管弦楽作品におけるハープ用法研究
　　――《序奏とアレグロ》からの技法の発展を中心として――　 ……………………………  三　浦　麻　葉
≪声楽専攻≫
モーツァルトの《ドン・ジョヴァンニ》に関する考察
　　――主人公を巡る 3人の女性登場人物の女性像について――　 …………………………  秋　津　　　緑
日本語訳ジングシュピールにおける台詞発声の歌唱へのアプローチ
　　――音声科学、音響学のデータをもとにして――　 ………………………………………  秋　山　大　樹
モーツァルトの《ドン・ジョヴァンニ》におけるドンナ・アンナに関する一考察　 ………  飯　嶋　幸　子
フランス歌曲史におけるフォーレの役割　 ………………………………………………………  稲　垣　啓　子
Verdiのオペラ《Rigoletto》に関する一考察　 …………………………………………………  今　村　朱　里
モーツァルトのレクィエムにおける死と音楽　 …………………………………………………  大　西　宇　宙
ドニゼッティのオペラ《Lucia di Lammermoor》に関する一考察　 …………………………  小　玉　まこと
ピエトロ・チマーラの歌曲に関する一考察
　　――《5つの抒情詩第 1集》、《5つの抒情詩第 2集》について――　 …………………  志　村　朋　子
R.シュトラウスの《四つの最後の歌》に関する一考察
　　――歌曲創作と選択された詩から――　 ……………………………………………………  下　平　マリ子
ヴェルディの《ラ・トラヴィアータ》に関する一考察　 ………………………………………  菅　原　有　希
マーラーの《少年の魔法の角笛》における詩と作曲　 …………………………………………  杉　山　由　紀
《エミリー・ディキンスンの 12の詩》を通して探るアーロン・コープランドの
　　アメリカニズム　 ………………………………………………………………………………  田　中　智　弥
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Pucciniのオペラ《Sour Angelica》に関する一考察　 ……………………………………………  中　島　和　美
シューマンの《ミルテの花》に関する一考察
　　――リュッケルトとゲーテへの付曲を中心に――　 ………………………………………  中　田　こむぎ
G.ドニゼッティの《愛の妙薬》に関する一考察　 ……………………………………………  西　村　夕　貴
《トゥーランドット》プッチーニが目指した新しいイタリア・オペラ　 ……………………  蓮　井　　　梓
モーツァルトの《コジ・ファン・トゥッテ》に関する一考察　 ………………………………  日　浦　眞　矩
オットリーノ・レスピーギの歌曲　――その音楽と詩の関係について――　 ………………  箕　浦　結　花
中田喜直の《マチネ・ポエティクによる四つの歌曲》について
　　――《さくら横ちょう》を中心に――　 ……………………………………………………  宮　川　紋　実
抒情的場面《エフゲニー・オネーギン》のタチアーナに関する一考察　 ……………………  吉　田　秀　美
G. Pucciniのオペラ《蝶々夫人》研究　 …………………………………………………………  權　　　敬　煕
≪作曲専攻≫
黛敏郎における電子音楽　――梵鐘の音による作品群の分析を中心に――　 ………………  一本嶋　　　諭
湯浅譲二の作曲様式　――1970年以降のオーケストラ作品をめぐって―― ………………  宇　野　　　潤
≪音楽学専攻≫
ブラームスの《ヘンデルの主題による変奏曲とフーガ》における内的関連性　……………  東　　　かおり
神奈川県における祭囃子の音楽
　　――祭礼に息づく音楽の姿と囃し囃されるものとの関係性をめぐって――　 …………  岡　田　睦　美
G.フォーレの《ピアノのための即興曲》に関する一考察
　　――即興曲というジャンルの観点から――　 ………………………………………………  白　石　悠里子
≪音楽教育専攻≫
生きる力を育む音楽科のあり方　――「自分さがしの旅」を手がかりとして――　 ………  岡　野　欽次郎
聴く力をはぐくむ音楽教育　――シュタイナー教育における音楽教育を通して――　 ……  倉　本　麻衣子
日本におけるオルフ音楽教育研究の動向
　　――1993年～ 2009年の先行研究の分析を通して――　 …………………………………  田　中　美　帆
保育者養成課程におけるピアノ教育　――実践現場調査の分析を中心として――　 ………  藤　平　華　子
幼稚園におけるマーチングバンド活動の基礎指導のあり方
　　――年長・年中クラスにおける指導実践の分析を通して――　 …………………………  森　山　七　恵
音楽科授業にみる教師と生徒の相互関係性の構築
　　――中学生の合唱指導を中心として――　 …………………………………………………  八　巻　理　恵
2010 年度（平成 22 年度）
≪ピアノ専攻≫
ラヴェルの《ピアノ協奏曲ト長調》に関する研究
　　――作曲技法の諸特徴の分析を通して――　 ………………………………………………  梅　田　千　鶴
F.リストの《オーベルマンの谷》における作品構造とプログラム　 …………………………  梅　田　竜　士
F.ショパンの《アンダンテスピアナートと華麗なる大ポロネーズ》Op.22に関する
　　分析的考察　――ショパンによるブリランテ様式の技法――　 …………………………  及　川　暁　子
スクリャービンのピアノ・ソナタ　――主題反復の手法とソナタ形式――　 ………………  大　澤　悠　子
バルトークの《15のハンガリー農民の歌》Sz.71における民謡編曲の技法
　　――採集された民謡との関連性を中心として――　 ………………………………………  大　友　藍　花
G.フォーレの《ピアノ四重奏曲第 1番》Op.15の分析に基づく一考察　 ……………………  大　吉　惇　平
R.シューマンの《ピアノ・ソナタ第 3番》作品 14に関する研究
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　　――各楽章における主題動機の関連性――　 ………………………………………………  大和久　知　里
ラフマニノフの《ディエス・イレ》引用に関する一考察
　　――《音の絵》op.39をとおして――　 ……………………………………………………  沖　野　聡　子
練習曲集《Gradus ad Parnassum》の研究
　　――クレメンティのオリジナル版とタウジヒの編集版を用いて――　 …………………  織　井　香　衣
J.S.バッハの音型論的表現手段について
　　――カンタータ 208番《我が楽しみは愉快な狩りだけ》を対象に――　 ………………  金　子　周　平
A.スクリャービンの《2つの詩曲》作品 32に関する考察
　　――構造と和声法を視点として――　 ………………………………………………………  金　子　　　淳
J.S.バッハのクラヴィーア作品《半音階的幻想曲とフーガ》BWV 903における
　　エディション比較　――原典版を中心に――　 ……………………………………………  越　川　郁　子
ラヴェルの《夜のガスパール》におけるモティーフ生成に関する研究　 ……………………  小　林　未　佳
青年前期（中学生）の音楽聴取における感情について　 ………………………………………  鈴　木　雅　之
ショパン自身の演奏法と音楽観　 …………………………………………………………………  竹　内　俊　平
バルトークの 1908年～ 1911年のピアノ作品研究
　　――民族音楽から受けた影響を視点として――　 …………………………………………  橘　　　実　歩
フランツ・リスト「オーベルマンの谷」の分析的研究
　　――《旅人のアルバム》と改訂版《巡礼の年第 1年スイス》の比較を中心に――　 …  鶴　田　久　美
スクリャービンの《練習曲》のパッセージワークの研究
　　――opp.8, 42, 65を中心に――　 ……………………………………………………………  富　岡　武　史
リストの《ピアノ・ソナタ》における動機と形式の関係について
　　――導入動機を中心に――　 …………………………………………………………………  中　谷　優　花
リストによって装飾されたシューマンの歌曲
　　――歌曲のトランスクリプションによる一考察――　 ……………………………………  長　森　彩　乃
F.ショパンのピアノソナタ第 3番における演奏上の一考察
　　――3人のピアニストの比較を中心に――　 ………………………………………………  能　條　貴　大
スクリャービンの《24の前奏曲》Op.11におけるピアノ書法　 ………………………………  橋　爪　貴　美
F.シューベルトの《ピアノ・ソナタ》における作曲技法の発展
　　――第一楽章の主題を中心に――　 …………………………………………………………  増　渕　美恵子
ゲーテの「ガニュメート」と「プロメテウス」への作曲による比較研究　 …………………  松　木　あゆみ
ドビュッシーのピアノ作品におけるスティル・ブリゼの技法
　　――フランス・バロックから受けた影響――　 ……………………………………………  望　月　佳　菜
R.シューマンの《ヴァイオリン・ソナタ第 2番》Op.121に関する分析的研究
　　――第 1楽章を中心に――　 …………………………………………………………………  山　本　苑　実
バルトーク《ルーマニア民俗舞曲》BB 68の解釈と演奏法に関する研究　 …………………  和　田　暁　帆
F.J.ハイドンの鍵盤楽器用ソナタにおける構造への研究
　　――C.P.E.バッハとの比較において――　 …………………………………………………  井　本　早由里
デュナーミクと音符の種類から見たシューマンのピアノ曲　 …………………………………  臼　井　俊　佑
J.S.バッハの《無伴奏パルティータ第 2番》BWV 1004のシャコンヌに関する
　　ピアノ編曲版の研究　――ブラームスとブゾーニの比較を中心として――　 …………  川和田　絵　美
J.S.Bachの《フランス組曲》BWV 812-817の A稿と B稿における成立と校訂変移
　　――校訂報告に基づいて――　 ………………………………………………………………  對　馬　英　里
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≪オルガン専攻≫
J.S.バッハのコラール・パルティータ《Sei gegrüsset, Jesu gütig》
　　BWV 768に関する研究　 ……………………………………………………………………  三　浦　奏　恵
≪管楽器専攻≫
プーランク《フルートとピアノのためのソナタ》における旋律構造についての考察　 ……  藤　﨑　え　み
19世紀におけるフルートの楽器改良について
　　――テオバルト・ベームのエチュードを中心とした考察――　 …………………………  廣　川　紫　織
ブラームスのホルンパートに関する研究　――ナチュラルホルンを中心として――　 ……  柳　田　美　波
キー・トランペットによるハイドンのトランペットコンチェルトの表現及び
　　技法に関する考察　 ……………………………………………………………………………  岩　尾　浩　史
≪打楽器専攻≫
石井眞木のマリンバ独奏のための《飛天生動Ⅲ》の研究　 ……………………………………  明　神　適　子
≪弦楽器専攻≫
Bachの通奏低音パートにおける弦楽器について　 ……………………………………………  石　川　恵　理
ドビュッシーの《牧神の午後への前奏曲》におけるハープの用法研究　 ……………………  黄　　　雅　儀
≪声楽専攻≫
フーゴー・ヴォルフの《ゲーテ歌曲集》に関する一考察
　　――ゲーテの『西東詩集』の「ズライカの書」に付曲した曲を中心に――　 …………  赤　木　詩　子
大中恩の歌曲研究　――《恋のミステリー》（1967）、《この道をマリアと》（1985）、
　　《あじさいの街から》（1996）を中心に――　 ………………………………………………  宇佐美　悠　里
G.ドニゼッティの《マリア・ストゥアルダ》における一考察　 ……………………………  大　橋　優　衣
バロック時代のオペラにおけるヘンデル
　　――オペラ《ジューリオ・チェーザレ》を中心として――　 ……………………………  鴨志田　　　綾
山田耕筰の歌曲創作に関する一考察　――《芥
ポ
子
ス
粒
ト
夫
マ
人
ニ
》を中心に――　 …………………  川　口　詩　子
H.ヴォルフが引き出す言葉の多彩なアクセント
　　――《イタリア歌曲集》を題材として――　 ………………………………………………  桐　谷　佳　苗
《Lucia di Lammermoor》についての一考察　 ……………………………………………………  工　藤　智　巳
《イリス》におけるマスカーニの新しい方向　 …………………………………………………  桑　原　春　香
シューバルトの『ます』への作曲　――風刺性の観点から――　 ……………………………  込　山　由貴子
スーブレットに関する一考察　――G.B.ペルゴレージの《奥様女中》と
　　G.ドニゼッティの《ドン・パスクワーレ》の比較による――　 ………………………  今　　　千　尋
日本は文化芸術立国になりえるのか　――音楽芸術を中心にゲーテ座から見えてくる
　　文化芸術立国へのプロセス――　 ……………………………………………………………  佐　鳥　夕　貴
U.ジョルダーノの《アンドレア・シェニエ》における一考察
　　――上演時の検閲状況に注目して――　 ……………………………………………………  柴　本　祐　梨
G.Pucciniの《Madama Butterfly》に関する一考察　 ……………………………………………  鷹尾伏　紘　子
G.Caccini《Le nuove musiche》の一考察　 ………………………………………………………  羽　田　幸　恵
ヴェルディ《仮面舞踏会》に関する一考察　 ……………………………………………………  日　隈　美　朋
トマス・ルイス・デ・ビクトリアの音楽に関する一考察
　　――聖週間の音楽を中心として――　 ………………………………………………………  福　士　紗　希
G.Donizettiのオペラ《Lucia di Lammermoor》における狂乱の場に関する一考察　 …………  福　山　絵　里
ジャコモ・プッチーニの《蝶々夫人》に関する一考察　 ………………………………………  宮　城　摩　耶
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言語と声楽歌唱の関係性について
　　――日本語とイタリア語の特徴と相違点を中心として――　 ……………………………  茂　木　真由美
G.ヴェルディのオペラ《La Traviata》に関する一考察
　　――ジェルモン演奏上の一助として――　 …………………………………………………  茂　木　隆　宏
イタリア・オペラ史における G.ロッシーニの役割　 …………………………………………  山　口　あずさ
発声法における一考察　――身体の仕組みからみえてくること――　 ………………………  渡　邉　絵美子
シューベルト《美しき水車小屋の娘》に関する一考察　 ………………………………………  宮　下　祐　介
≪作曲専攻≫
オリヴィエ・メシアン《世の終わりのための四重奏曲》
　　――楽器間の関係付けをめぐって――　 ……………………………………………………  中　山　亜里紗
≪音楽学専攻≫
細川俊夫の音楽　――「線」の手法を中心に――　 ……………………………………………  栢　菅　有　香
ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団における演奏会プログラムの変遷
　　――1842年から 1941年までの定期演奏会を中心に――　 ………………………………  北　爪　慈　恭
フォーレの室内楽作品　――主題法とテクスチュアをめぐって――　 ………………………  澁　谷　蓉　佳
≪音楽教育専攻≫
形成的アセスメントを取り入れた音楽科授業の研究　 …………………………………………  石　井　牧　子
「生きる力」の育成をめざす合唱活動　――中学校における取組み――　 …………………  磯　　　　　 周
「確かな学力」を育む音楽科学習の在り方
　　――言語活動による知覚・感受の連続性を目指して――　 ………………………………  小　野　由弥香
学習と遊びに関する考察　――学校教育におけるリコーダー学習を通して――　 …………  藤　平　華　子
2011 年度（平成 23 年度）
≪ピアノ専攻≫
S.プロコフィエフの《戦争ソナタ》についての一考察
　　――その音楽語法と社会的背景をめぐって――　 …………………………………………  池　田　祥　子
シューマンと《ダヴィッド同盟舞曲集》
　　――フロレスタンとオイゼビウスに着目して――　 ………………………………………  大　田　敦　子
F.リストの《スペイン狂詩曲》に関する分析的研究　 …………………………………………  片　岡　沙　織
M. Ravelの《夜のガスパール》における音色表現について　 …………………………………  河　本　美　音
ショパンの《前奏曲集》Op.28の調性に関する一考察　 ………………………………………  北　　　奈　央
三善晃の女声合唱作品　――合唱パートとピアノの関係をめぐって――　 …………………  國　安　玲　奈
フランシス・プーランクのピアノ作品　――3つの時代区分によるその特徴――　 ………  源　田　真　梨
リスト《死の舞踏》の受容研究への試み
　　――書簡集にみる《死の舞踏》の演奏記録――　 …………………………………………  小　島　加奈子
リストの《演奏会用大独奏曲》とピアノ・ソナタロ短調の比較研究
　　――《悲愴協奏曲》(2台ピアノ稿、ピアノ協奏曲稿 )の考察とともに――　 …………  早乙女　　　遥
F.ショパンの《ピアノ・ソナタ第 2番》Op.35に関する分析的研究
　――各楽章の共通性について――　 ……………………………………………………………  重　道　博　世
F.リストの《ピアノ・ソナタロ短調》［LW.179, S.178］への影響
　　――シューベルトの《さすらい人幻想曲》[D.760]とリストの
　　《演奏会用大独奏曲》[LW-A.167, S.176]を通して――　 …………………………………  鈴　木　梨　紗
スクリャービンの「詩曲」に関する一考察
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　　――その思想的背景と音楽語法をめぐって――　 …………………………………………  須　田　久美子
バルトークの《ピアノ・ソナタ》の音楽語法に関する研究
　――主題動機を通して――　 ……………………………………………………………………  谷　川　瑠　美
ドビュッシー《前奏曲第 1集》における技法　――和声分析を中心に――　 ………………  西　澤　美　穂
プーランク作曲《ぞうのババール》の分析　――朗読の詩と関連させて――　……………  野　口　仁　美
J. S. Bachの 2台のチェンバロのための協奏曲についての比較と研究　 ……………………  橋　本　麻衣子
ピアノ学習における読譜力の意義　――生涯学習のための継続性を求めて――　 …………  本　多　真理子
F.リストの《超絶技巧練習曲》における練習曲としての特徴
　　――3つの稿の比較――　 ……………………………………………………………………  前　島　あ　い
ラフマニノフの《ピアノ協奏曲第 2番》における音楽的特徴
　　――旋律、和声、楽器の扱いの分析を通して――　 ………………………………………  三　國　万希子
J. S.バッハ作曲《無伴奏ヴァイオリン・パルティータ第 3番》（BWV1006）のピアノ
　　編曲の考察　――19世紀から 20世紀前半の作曲家による編曲を対象に――　 ………  八　代　香　苗
C.ドビュッシーの《前奏曲集第 2巻》における音楽語法
　　――アラベスクの概念と様式との関連性――　 ……………………………………………  吉　岡　舞　子
≪管楽器専攻≫
ハチャトゥリアンのフルート協奏曲における独奏パート研究　――ランパルによる
　　ヴァイオリン協奏曲からのトランスクリプションを中心に――　 ………………………  青　木　絵里子
オーボエ教本の研究
　　――オーボエ教本の変遷の検討と、それに基づく教本作成の試み――　 ………………  田　村　智　沙
アンリ・トマジのトランペット協奏曲の研究　 …………………………………………………  江　面　聡　実
≪打楽器専攻≫
音楽療法における打楽器の活用について　――質的研究法用いて――　 ……………………  桒　原　みどり
≪弦楽器専攻≫
アルバン・ベルク《ヴァイオリン協奏曲「ある天使の思い出に」》における
　　二元論的性格　 …………………………………………………………………………………  大久保　　　智
H. I. F. von Biberの《ロザリオ・ソナタ》について
　　――スコルダトゥーラの分析を中心に――　 ………………………………………………  堺　　　みなみ
リムスキー =コルサコフの交響組曲《シェエラザード》に関する考察　 …………………  田　中　真理子
ベートーヴェンのチェロソナタ Op.5の分析的研究
　　――第 1番と第 2番の比較を通して――　 …………………………………………………  森　田　真　喜
≪声楽専攻≫
Verdiの《Macbeth》における一考察　 ……………………………………………………………  飯　塚　茉莉子
ロッシーニのオペラ《ウィリアム・テル》に関する一考察　 …………………………………  板　倉　みずほ
ヴェルディの《ラ・トラヴィアータ》に関する一考察　 ………………………………………  今　井　志　保
プッチーニのオペラ《ラ・ボエーム》に関する一考察　 ………………………………………  浦　部　響　子
リムスキー =コルサコフの歌曲に関する一考察
　　――プーシキンの詩への音楽的表現をめぐって――　 ……………………………………  大　畑　 典　子
ロベルト・シューマンの歌曲に対するクララ・シューマンのピアノ編曲について
　　――ロベルト・シューマンの《献呈》を中心に――　 ……………………………………  大　林　萌　子
團伊玖磨の歌劇《夕鶴》に関する一考察　 ………………………………………………………  加　瀬　貴予美
リュッケルトの詩によるシューベルトの歌曲　 …………………………………………………  上　村　里　乃
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中田喜直の歌曲研究　――《六つの子供の歌》(1947)、《こどものための 8つのうた》（1958）、
　　《ほしとたんぽぽ》（1991）を中心に――　 …………………………………………………  小　林　　　涼
ヴェルディのオペラ《ナブッコ》とリソルジメントについて　 ………………………………  澤　村　楽　人
レオンカヴァッロ《ラ・ボエーム》に関する一考察
　　――プッチーニの《ラ・ボエーム》との比較を中心に――　 ……………………………  設　楽　拓　也
ヴェルディの《ラ・トラヴィアータ》に関する一考察　 ………………………………………  清　水　龍之介
ドニゼッティ作曲《愛の妙薬》に関する一考察　――ネモリーノを中心として――　 ……  鈴　木　俊　介
日本の子守唄に関する一考察　――演奏実践とアンケート調査を通して――　……………  鈴　木　　　翠
ロッシーニの《チェネレントラ》に関する一考察
　　――教訓的な童話からオペラ・ブッファへの変身――　 …………………………………  高　木　亮　子
G.ヴェルディの《オテッロ》に関する一考察　――ドラマの連続性を中心に――　 ……  土　屋　優　子
マーラーの《亡き子を偲ぶ歌》に関する一考察　 ………………………………………………  鳥　谷　尚　子
中山晋平の作品における大衆性　 …………………………………………………………………  中　村　詞　文
プッチーニ《マノン・レスコー》　――原作及びフランス作品との比較――　 ……………  平　野　麻　衣
発声の原理とその研究　 ……………………………………………………………………………  牧　山　奈津子
ファニー・メンデルスゾーン =ヘンゼルの《ベルリンのコレラ終息のための
　　カンタータ》　 …………………………………………………………………………………  村　上　郁　子
R.シューマン《リーダークライス》Op.39の考察
　　――各曲における頂点の形成とロマン的皮肉を中心に――　 ……………………………  矢　舗　太　郎
≪作曲専攻≫
オンド・マルトノの楽器としての有用性
　　――ミュライユの《MACH2,5》にみる音響効果――　 …………………………………  羽　根　玲　夢
≪音楽学専攻≫
J. B.リュリの作品分析による「ガヴォット像」再考
　　――拍節構造および固有の性格を中心に――　 ……………………………………………  中　村　　　良
細川俊夫（1955–）の音楽　――「線」の手法の確立と変遷――　 …………………………  栢　菅　有　香
2012 年度（平成 24 年度）
≪ピアノ専攻≫
スクリャービンの練習曲に関する一考察　――音楽語法とその変遷をめぐって――　 ……  荒　武　将　広
S.ラフマニノフのピアノ独奏曲における異稿の比較研究
　　――改訂の音楽的特徴を視点として――　 …………………………………………………  和　泉　美　沙
Clara Schumannの《ピアノのために編曲された R. Schumannの 30の歌曲》に関する研究
　　――《リーダークライス Liederkreis》op.39からの編曲を中心に――　 ………………  氏　本　　　舞
R.シューマンの《クライスレリアーナ》Op.16の中に描きこまれたクライスラーと
　　クララ　 …………………………………………………………………………………………  江　藤　静　香
バッハとの関連におけるシューマンのフーガ技法
　　――《無伴奏ヴァイオリン・ソナタとパルティータ》を中心に――　 …………………  大　海　典　子
スクリャービンのピアノ・ソナタ第 3番に関する一考察
　　――作曲家自身による演奏を基にして――　 ………………………………………………  金　森　由　華
スクリャービンのピアノ・ソナタ第 3番における分析的研究
　　――構造と和声法を中心として――　 ………………………………………………………  唐　澤　奈　々
F.リスト《バッハのモティーフによる変奏曲》の分析的研究
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　　――ピアノ稿とオルガン稿の比較を中心に――　 …………………………………………  川　島　大　明
ピアノにおけるペダルの機構と表現に関する一考察　 …………………………………………  菊　池　陽　子
J.S.バッハ作曲《フランス風序曲》BWV831における 2段鍵盤の
　　チェンバロの使用を意識した書法について　 ………………………………………………  桑　門　菜穂子
ドビュッシー《前奏曲第 2集》における印象主義的和声
　　――分析的研究を中心に――　 ………………………………………………………………  小　林　有理佳
F.リストの歌曲集《歌の本》　――そのピアノ独奏用編曲稿との比較――　 ………………  清　水　朋　美
クラシック音楽の再生　――録音と編集による音楽の再構築――　 …………………………  田　邉　明実瑠
R.シューマンの架空の人物像と《クライスレリアーナ》（op.16）　 …………………………  浜　村　志　穂
ラヴェルの音楽と仮面　 ……………………………………………………………………………  原　田　雅　子
R.シューマンのピアノ五重奏作品 44におけるピアノ書法研究
　　――分析研究を中心に――　 …………………………………………………………………  真　室　泉　法
ラフマニノフの《ショパンの主題による変奏曲》op.22に関する研究
　　――テーマと各変奏の関係を視点として――　 ……………………………………………  三　代　真　帆
ムソルグスキーの《展覧会の絵》における分析的研究
　　――ロシア民謡からの影響を中心に　 ………………………………………………………  宮　﨑　梨　咲
シューベルトのピアノのためのメヌエットに関する研究　――舞曲集における
メヌエットとピアノ・ソナタにおけるメヌエット楽章との比較を通じて――　……………  山　口　　　茜
フレデリック・ショパンのノクターンの作品様式と演奏法　 …………………………………  山　下　　　泉
ベドジフ・スメタナのピアノ作品におけるポルカの変遷　 ……………………………………  山　田　祥　子
フランツ・リストの《詩的で宗教的な調べ》における宗教的側面と世俗的側面　 …………  吉　田　恭　子
シューベルトの歌曲集《冬の旅》op.89（D911）の研究
　――和声的特徴を視点として――　 ……………………………………………………………  黎　　　　　晨
≪管楽器専攻≫
ポール・タファネル研究　――オペラ・ファンタジーを中心に――　 ………………………  石　井　智　惠
菊地成孔とマイルス・デイヴィス　――DCPRGの活動からの一考察――　 ………………  江　川　竜　平
≪弦楽器専攻≫
セザール・フランク《ヴァイオリンとピアノのためのソナタ》の
　　演奏法に関する試論　 …………………………………………………………………………  石　井　友里絵
マーラーの交響曲第 2番と交響曲第 3番研究
　　――動機と象徴的要素、および管弦楽法――　 ……………………………………………  加　藤　揚　啓
メンデルスゾーンの交響曲第三番《スコットランド》に関する研究
　　――形式構造と管弦楽法を視点として――　 ………………………………………………  武　井　喜　哉
サラサーテの《カルメン幻想曲》に関する研究　 ………………………………………………  顔　　　秀　玲
ヒンデミットのヴィオラ協奏曲《白鳥を焼く男》についての一考察　 ………………………  小　澤　　　恵
近代運弓法の成立　――弓の変遷とバッハのシャコンヌからみる奏法の変化――　 ………  山　田　祐　輝
≪声楽専攻≫
オペラにおけるズボン役の研究
　　――R.シュトラウス《ばらの騎士》のオクタヴィアンを通して――　 ………………  綾　部　友　美
フンパーディンクのオペラ《ヘンゼルとグレーテル》における一考察　 ……………………  新　井　千　晴
リストの歌曲《ペトラルカの 3つのソネット》におけるテクストと音楽の関係
　　――初稿と改訂稿の比較を通して――　 ……………………………………………………  伊　藤　茉　那
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クルト・ヴァイル《ストリート・シーン》に関する考察　 ……………………………………  岸　本　　　大
J.S.バッハの《マタイ受難曲》における女声の役割について　 ………………………………  功　刀　智　子
J. S. Bachのパロディ手法における言葉と音楽の関係性
　　――カンタータ第 36番を中心として――　 ………………………………………………  倉　島　佐代子
G. Pucciniのオペラ《ラ・ボエーム》に関する一考察　 ………………………………………  黒　田　詩　織
宗教音楽と作曲家から見るドイツ人の音楽観　 …………………………………………………  糀　場　芳　嗣
ラフマニノフの歌曲における詩と反体制派との関係性について
　　――ロシアのバス歌手シャリャーピンとの出会いをとおして――　 ……………………  佐　藤　優　衣
山田耕筰の歌曲《芥子粒夫人》研究　 ……………………………………………………………  下　田　典　子
G.ヴェルディの歌劇《エルナーニ》に関する一考察
　　――エルヴィーラを中心に――　 ……………………………………………………………  水　津　瑶　子
ヴェルディの歌劇《オテロ》に関する一考察　――デスデモナを中心に――　……………  杉　野　明　子
演奏家のメンタル・トレーニング　――演奏不安を通して――　 ……………………………  滝　沢　奈津美
ジャコモ・プッチーニ《蝶々夫人》における一考察　 …………………………………………  武　廣　万葉子
B.スメタナの歌劇《売られた花嫁》における一考察　 ………………………………………  塚　本　正　美
ヴェルディのオペラ《Luisa Miller》に関する一考察　 …………………………………………  遠　山　京　子
ブリテンの《ミケランジェロの 7つのソネット》（1940）に関する一考察　 ………………  橋　本　晃　作
ジュゼッペ・ヴェルディのオペラ《シチリア島の夕べの祈り》に関する一考察　 …………  富　士　春　香
F.プーランクの声楽作品に関する一考察
　　――歌曲集《画家の仕事》、歌劇《ティレジアスの乳房》を中心に――　 ……………  望　月　一　平
G. Pucciniの《Tosca》に関する一考察　 …………………………………………………………  薮　田　潮　美
ロベルト・シューマン《詩人の恋》に関する一考察　 …………………………………………  山　本　竹　佑
マルシュナーのオペラ《ハンス・ハイリンク》に関する研究　 ………………………………  由　上　渓　子
ヴェルディの《ラ・トラヴィアータ》に関する一考察　 ………………………………………  吉　田　奈　央
《ドン・カルロ》の史実とオペラの一考察　 ……………………………………………………  諸　　　炫　我
中国京劇とイタリア・オペラの発声法の比較研究　 ……………………………………………  劉　　　佳　陽
≪作曲専攻≫
メシアン《ニワムシクイ》における分析的研究
――「鳥の歌」のモチーフを中心に――　 ………………………………………………………  下　村　明日子
ラヴェルの《ダフニスとクロエ》における楽曲構造研究
　　――第 3部の動機用法を中心に――　 ………………………………………………………  中　村　　　陽
現代音楽における伝統音楽の受容について
　　――尹伊桑と武満徹の作品を中心に――　 …………………………………………………  朴　　　炳　五
≪音楽学専攻≫
J.G.トロムリッツの教則本にみる運指と鍵メカニズム
　　――音色、イントネーション、音量の観点から――　 ……………………………………  児　玉　瑞　穂
筑前琵琶歌の音楽　――歌唱パートと器楽パートに注目して――　 …………………………  讓　原　えりか
≪音楽教育学専攻≫
音楽科授業における学力保障と成長保障のあり方
　　――高倉弘光の授業を通した考察――　 ……………………………………………………  佐　尾　　　巧
ピアノ指導に関する研究　――武蔵野音楽大学附属江古田音楽教室の授業参観及び
　　樹原涼子のピアノランドの指導教材を通して――　 ………………………………………  涂　　　又　慈
175
2013 年度（平成 25 年度）
≪ピアノ専攻≫
ジョン・ケージのプリペアド・ピアノ作品の研究
　　――《ソナタとインターリュード》を中心に――　 ………………………………………  相　原　絵利那
リストのメフィストに関わる作品について　――関連作品の比較を通じて――　 …………  新　井　悠　美
ブラームス《2つのクラリネット・ソナタ》作品 120に関する研究
　　――転調法の分析を視点として――　 ………………………………………………………  有　田　茉　由
チャイコフスキー《白鳥の湖》に関する一考察
　　――「白鳥の主題」の変容を中心に――　 …………………………………………………  飯　野　珠　美
ムソルグスキー作曲《展覧会の絵》における比較研究
　　―― 4つの版の比較を中心として――　 ……………………………………………………  池ヶ谷　　　潤
リストのピアノ・リサイタルとレパートリー研究
　　――ドイツの演奏会を中心に――　 …………………………………………………………  伊　藤　　　瞳
リストのオラトリオ《キリスト》の〈スタバト・マーテル〉における伝統と革新　 ………  井　上　直　美
ショパン《バラード第 4番》Op. 52についての一考察　 ………………………………………  大　月　裕　夫
バロック舞踏フォリアの後世の音楽における現れ方の研究　 …………………………………  尾　崎　菜　美
ベートーヴェンの晩年期ピアノ作品についての考察
　　――《6つのバガテル》Op. 126をめぐって――　 ………………………………………  日下部　史　奈
ラフマニノフ《パガニーニの主題による狂詩曲》Op. 43における作品分析
　　――主題の変奏技法を中心に――　 …………………………………………………………  久保山　佑　香
連作歌曲《遥かなる恋人に寄す》（Op. 98）研究
　　――器楽作品との関連性を中心にして――　 ………………………………………………  小　松　幸　恵
マックス・レーガー《テレマンの主題による変奏曲とフーガ》の分析的研究　……………  関　　　陽　平
ラヴェルの《鏡》における前衛的な試みについて　――和声分析を中心に――　 …………  竹　野　沙也果
音楽と共感覚の関係をめぐる一考察　 ……………………………………………………………  中　野　裕　子
「現代のピアノ」におけるショパン作品の奏法に関する一考察　 ……………………………  布　施　芳　之
ベートーヴェンの変奏技法の考察
　　――ベートーヴェン作品 111第 2楽章について――　 ……………………………………  宮　澤　　　誠
ラフマニノフ《パガニーニの主題による狂詩曲》作品 43の研究
　　――形式構造と和声法を視点として――　 …………………………………………………  山　形　英　恵
ラフマニノフの《楽興の時》Op. 16に関する一考察　 …………………………………………  伊　藤　まゆも
≪管楽器専攻≫
トランペット奏法におけるシラブルの重要性　 …………………………………………………  永　井　裕　規
クラリネットの構造と奏法　――重音を中心として――　 ……………………………………  平　田　彩　圭
≪打楽器専攻≫
クロード・ドビュッシーの打楽器編曲作品の研究
　　――編曲と演奏の実践を見据えて――　 ……………………………………………………  佐　藤　智　基
打楽器からみるリヒャルト・シュトラウスのオーケストラ書法研究　 ………………………  林　　　友　紀
マリンバによる J. S. Bach《無伴奏チェロ組曲》の演奏に関する考察
　　――第 1組曲を中心にして――　 ……………………………………………………………  山　口　智　史
≪弦楽器専攻≫
演奏家のためのヴァイオリン演奏における精神的な心構え　 …………………………………  小　川　友　子
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バルトーク《ヴィオラ協奏曲》について
　　――草稿とふたつの版の分析を中心に――　 ………………………………………………  木　村　糸　織
≪声楽専攻≫
オペラ《きみを呼ぶ声》に関する考察　――三木稔がこのオペラに託したもの――　 ……  石　原　久　章
プッチーニの《ラ・ボエーム》に関する一考察　 ………………………………………………  井　田　繭　子
G. ヴェルディのオペラにおけるバリトンの重要性について　 ………………………………  井　出　壮志朗
ヴェルディの《オテッロ》における一考察　 ……………………………………………………  伊　藤　里紗子
ドニゼッティのオペラ《Lucia di Lammermoor》に関する一考察
　　――ルチーア演奏上の一助として――　 ……………………………………………………  宇　高　陽　子
オペラ・コミックとしてのビゼー《カルメン》
　　――アルコア版における台詞の役割――　 …………………………………………………  落　合　美　聡
R. シュトラウスの歌曲研究
　　――《素朴な歌》Op. 21と《乙女の花》Op. 22を中心に――　 …………………………  笠　原　　　愛
モーツァルト《フィガロの結婚》に関する一考察
　　――ケルビーノの役割を巡って――　 ………………………………………………………  小　橋　知　世
R. シュトラウス《無口な女》における喜劇的性格　 …………………………………………  小松崎　愛　衣
W. A. モーツァルト《フィガロの結婚》第 4幕のアンサンブル・フィナーレ
　　――戯曲とオペラ台本の観点から――　 ……………………………………………………  高　山　美　帆
別宮貞雄の歌曲についての一考察
　　――歌曲集《淡彩抄》と《抒情小曲集》を中心として――　 ……………………………  中　舘　成　美
プッチーニの歌劇《マノン・レスコー》におけるマノンの女性像について
　　――原作とオペラ作品を通して――　 ………………………………………………………  舟　橋　千　尋
ファウスト研究　――伝説、戯曲、音楽作品の比較検証から――　 …………………… マグルーダー絵美里
《トスカ》における政治的背景　 …………………………………………………………………  皆　川　　　如
プッチーニの歌劇《蝶々夫人》にみられる日本　 ………………………………………………  宮　下　裕　子
べートーヴェンミサ曲ハ長調における独自性　 …………………………………………………  宮之原　良　平
唱歌を歌い継ぐ意義　――現代の指導者に求められる視点――　 ……………………………  本　橋　美　波
ヴァーグナーの歌曲研究　――《ヴェーゼンドンク歌曲集》を中心に――　 ………………  柳　沢　依　里
G. Rossini の《チェネレントラ》に関する一考察　 ……………………………………………  山　本　明日香
W. A. モーツァルトのオペラ《フィガロの結婚》に関する一考察
　　――オペラ・ブッファとの関係性――　 ……………………………………………………  吉　松　宏　洋
オペラ《アイーダ》におけるアムネリスの役割
　　――重唱からみえる人間ドラマ――　 ………………………………………………………  和　田　朝　妃
〈ベルカント様式〉の衰退　――ロッシーニのオペラ《ギヨーム・テル》を中心に―　 …  渡　邉　万　裕
≪作曲専攻≫
N. カプースチンのピアノ曲《8つの演奏会用エチュード》Op. 40の分析的研究
　　――動機の関連性についてに――　 …………………………………………………………  大　沢　充　奈
フランク・マルタンの作品に見る十二音技法　 …………………………………………………  駒　村　純　一
ミニマル・ミュージックの歴史と実際に関する一考察　 ………………………………………  葉　　　　　羣
≪音楽学専攻≫
受動的音楽療法の可能性　――GIM（Guided Imagery and Music）と
　　RMT（Regulative Musiktherapie）について――　 …………………………………………  恩　田　美　和
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オリヴィエ・メシアンの作品における素材と管弦楽法
　　――《クロノクロミー》、《7 つの俳諧》、《天国の色彩》を中心に――　 ………………  那　須　聡　子
チャイコフスキー《くるみ割り人形》の日本における受容
　　――『日本洋舞史年表』に基づいて――　 …………………………………………………  峰　　　聖　美
≪音楽教育学専攻≫
フィンランドの教育が示唆する日本の教育の課題
　　――共感・共創・共生に基づく音楽科教育の創造のために――　 ………………………  小　畑　朋　子
演奏時の“あがり”を効果的に捉えるための考察
　　――パフォーマンス不安軽減の試み――　 …………………………………………………  齋　藤　梨　絵
伝統の創生　――奄美大島の新興地区における「八月踊り」を例に――　 …………………  嘉　納　奈津季
オルフ・シュールヴェルクのモデルを活用した音楽の基礎指導に関する研究　……………  村　木　裕　佳
生徒の音楽的自立を目指した学校吹奏楽活動に関する一考察
　　――音楽的イメージを高める読譜のあり方――　 …………………………………………  古　畑　　　匠
2014 年度（平成 26 年度）
≪ピアノ専攻≫
シェーンベルク《5つのピアノ曲》op.23におけるブラームスからの影響
　　――ブラームス　ピアノ小品集との比較分析――　 ………………………………………  淺　田　美　樹
ラヴェル作品における民俗音楽への意識　――〈グロテスクなセレナード〉と《鏡》より
　　〈道化師の朝の歌〉を中心に――　 …………………………………………………………  池　上　　　舞
R.シューマンの《謝肉祭》作品 9の演奏表現における一考察　 ……………………………  石　井　伶　奈
ドヴォジャークのピアノ作品の書法に見られる特徴
　　――《詩的な音画》Op.85の分析を中心に――　 …………………………………………  植　田　陽　香
D.ショスタコーヴィチの《ピアノ協奏曲第 1番》作品 35における分析的研究　 …………  沃　　　軼　文
S.ラフマニノフの《サロン小曲集》における一考察
　　――初版と改訂版の比較研究――　 …………………………………………………………  加　藤　菜々日
F.リストのピアニズムと作品におけるヴィルトゥオーシティー　 ……………………………  栗　山　愛　子
モーツァルトのピアノ変奏曲に関する研究　 ……………………………………………………  古　城　和　貴
フランツ・リストの《巡礼の年第 1年スイス》における成立の背景とその書法　 …………  實　石　　　桂
シューマンとリストのパガニーニによる練習曲集の比較研究　 ………………………………  関　根　　　涼
スクリャービンの《24の前奏曲》op.11に関する一考察　 ……………………………………  高　野　美　帆
J.S.Bachの《平均律クラヴィーア曲集》第 2巻におけるエディション研究
　　――19世紀初期のバッハ受容の一側面――　 ……………………………………………  月　野　佳　奈
Felix Mendelssohnの《前奏曲とフーガ》（作品 35）への考察
　　――対位法に見られる J.S.Bachへの傾倒――　 ……………………………………………  永　井　　　翔
ラフマニノフの《ピアノソナタ第 2番》についての一考察
　　――版の比較を中心に――　 …………………………………………………………………  西　園　祐　輝
ピアノからみるドビュッシー　――《12の練習曲》を中心に――　 ………………………  野　戸　智　美
リストの《2つの伝説》におけるピアノ稿とオーケストラ稿の比較からみた
　　聖フランチェスコ像　 …………………………………………………………………………  藤　澤　菜　那
ラヴェルの《ピアノ三重奏曲》の作品研究
　　――楽曲構造と民俗性との関連性を中心に――　 …………………………………………  藤　城　夏　芽
リストの《BACHの主題による前奏曲とフーガ》の改訂
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　　――ピアノ初稿と改訂稿、およびオルガン改訂稿の比較・分析――　 …………………  松野尾　　　彩
S君（ADHD―注意欠陥・多動症児）とのピアノレッスンの記録に基づく考察
　　――自己調整能力の育成を目指して――　 …………………………………………………  水　鳥　智栄子
A・スクリャービンの詩曲に関する一考察　 ……………………………………………………  南　　　沙　紀
R.シューマン《フモレスケ》Op.20における「フモール」概念の表出に関する研究　 ……  村　林　実　紀
バルトークの《ルーマニア民俗舞曲》に関する一考察
　　――民俗音楽研究との関わり――　 …………………………………………………………  茂　木　彩　夏
ブラームスの初期ピアノ作品の研究　――作品 9と作品 10を中心に――　 ………………  渡　邊　恵　梨
批評家としてのシューマン
　　――ショパンのピアノ協奏曲に対する批評を中心に――　 ………………………………  氏　家　彩弥乃
F.リストのペダル記号から読みとれる彼の音楽観
　　――1850年前後のピアノ作品を中心に――　 ……………………………………………  中　内　　　萌
アレクサンドル・ギルマンの《ソナタ第 1番》についての研究
　　――《交響曲第 1番》と比較して――　 ……………………………………………………  鈴　木　奈　美
J.J.Quantz著『フルート奏法試論』における前打音についての考察　 ………………………  澤　田　優　子
日本の作曲家によるフルート独奏のための作品
　　――武満徹、福島和夫の作品を中心に――　 ………………………………………………  山　田　　　恵
ベラ・バルトークの《二台ピアノと打楽器のためのソナタ》における
　　打楽器の使用法　 ………………………………………………………………………………  Tan Kang-Hui 　
F.J.ハイドンのチェロ協奏曲第一番 C Durと第二番 D Durの様式と
　　チェロの書法の比較研究　 ……………………………………………………………………  佐　倉　圭　亮
チェロの基本的な技術習得のためのエチュードの活用法
　　――短期間での指導を中心として――　 ……………………………………………………  宮　原　珠　生
楽譜の情報による音楽再現について  ……………………………………………………………  本　田　直　也
平井康三郎の短歌による芸術歌曲に関する研究
　　――聖戦歌曲集《雪華》を中心として――　 ………………………………………………  伊　藤　　　力
G.ヴェルディの《レクィエム》に関する一考察
　　――《レクィエム》はオペラ的であるのか、あるいはそうでないのか――　 …………  内　海　　　慈
林光のオペラ研究　――オペラ《あまんじゃくとうりこひめ》（1958）、ソング《赤電車》
　　（1974）、オペラ《セロ弾きのゴーシュ》（1986）を中心に――　 ………………………  大　林　奈央果
シベリウスとカレワラ　――《大気の娘 Luonnotar》を中心に――　 ………………………  川　副　奈津子
J.S.バッハの《コーヒー・カンタータ》BWV211に関する一考察　 …………………………  斎　藤　史　弥
ヴェルディのオペラ《リゴレット》に関する一考察
　　――ドラマの連続性と劇的効果――　 ………………………………………………………  坂　本　多佳子
G.Verdiのオペラ《Il Trovatore》についての一考察
　　――マンリーコ演奏上の一助として――　 …………………………………………………  清　水　正　樹
W.A.Mozart作曲《Don Giovanni》についての一考察　 …………………………………………  杉　尾　真　吾
三善晃の 1970年代における歌曲作品
　　――《抒情小曲集》（1976）と《祈り》（1979）を通して――　 …………………………  関　田　智　也
《ランメルモールのルチア》における「狂乱の場」の考察
　　――カデンツァと歌手を中心に――　 ………………………………………………………  高　畠　奈々世
ファニー・メンデルスゾーンの歌曲創作
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　　――女性音楽家の社会的立場の考察からみえること――　 ………………………………  照　屋　篤　紀
L.バーンスタイン《ウエストサイド物語》の研究
　　――アイデンティティと音楽スタイルの多様性に着目して――　 ………………………  永　井　美　紗
G.Rossiniの《Il barbiere di Siviglia》についての一考察　 ………………………………………  中　川　直　哉
ヘンデルのオラトリオ《メサイア》研究　 ………………………………………………………  仲　松　あかり
ヴィンチェンツォ・ベッリーニの歌曲創作について
　　――19世紀のパリにおけるサロン文化とのつながりを中心に――　 …………………  平　野　彩　歌
中田喜直の歌曲集創作をめぐって　――歌曲集《木の匙》――　 ……………………………  福　岡　真　紀
Giuseppe Verdiのオペラ《La forza del destino》における一考察　 ……………………………  前　田　めぐみ
R.シューマン《ミニョンの為のレクイエム》op.98bに関する一考察　 ……………………  梁　瀬　彩　加
貴志康一の歌曲　――様々な音階を用いた「日本的」な旋律――　 …………………………  山　崎　明日実
早坂文雄の日本的作曲技法　――作品分析を中心に――　 ……………………………………  加　藤　新　平
A.シェーンベルクの無調時代の音楽語法について
　　――《月に憑かれたピエロ》を中心に――　 ………………………………………………  越　川　信　生
一柳慧のオペラ《モモ》の分析的研究　――時間の音楽表現について――　 ………………  武　藤　道　子
ルチアーノ・ベリオ作曲《シンフォニア》の研究
　　――作曲技法の分析を中心に――　 …………………………………………………………  浩　　　　　特
ラフマニノフ作曲ピアノ協奏曲 No.1～ No.4の一考察
　　――音楽的特徴とロシア革命の関連性――　 ………………………………………………  黄　　　荻　鈞
民俗芸能の復興に関する一考察　――熊本県宇土市の取り組みを事例として――　 ………  林　　　秀　一
チャイコフスキー《くるみ割り人形》の日本における上演方法の考察
　　――『日本洋舞史年表』に基づき、「東京バレエ団」「牧阿佐美バレヱ団」
　　「松山バレエ団」を事例として――　 ………………………………………………………  峰　　　聖　美
長野県における音楽教育
　　――主として明治期の長野師範学校の唱歌科教育課程――　 ……………………………  小宮山　桃　子
音楽大学の学生における自己調整学習の研究
　　――動機づけが学習方略に与える影響――　 ………………………………………………  土　生　桃　子
2015 年度（平成 27 年度）
≪ピアノ専攻≫
J.S.バッハ《クラヴィーア練習曲集第 1部：6つのパルティータ》（BWV825-830）の研究
　　――舞曲的観点からの分析を中心に――　 …………………………………………………  阿　部　　　葵
コダーイの舞曲における民俗音楽との関わり一考察
　　――《マロシュセーク舞曲》を中心に――　 ………………………………………………  生　野　奈都美
ベートーヴェンの後期作品におけるフーガの宗教性及びその精神性　 ………………………  伊　藤　正　騎
ショパン《バラード第 1番》Op.23における非和声音の扱い　 ………………………………  上　田　　　奏
鍵盤楽器におけるぺダルの変遷と使用法に関する一考察　 ……………………………………  宇多村　美　希
リストの《ピアノソナタ　ロ短調　S.178》に関する一考察
　　――主題変容技法の研究を中心として――　 ………………………………………………  内　海　清　佳
19世紀の交響曲史における R.シューマンの位置づけ
――交響曲第 1番《春》と交響曲第 3番《ライン》を中心に――　 …………………………  川　崎　佳　乃
C.P.E.バッハのファンタジアにおける様式研究
　　――ファンタジアの歴史における C.P.E.バッハの果たした役割について――　 ………  菊　川　夏　未
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シューマンの《森の情景》の初版にみる楽曲構成
　　――成立過程におけるテクストの変化の検討とともに――　 ……………………………  岸　本　寛　子
ショパンの《マズルカ》における一考察　――時代背景とともに――　 ……………………  古　城　奈都子
ドビュッシーの《前奏曲集》第 1集における和声構造と演奏法の考察　 ……………………  迫　口　眞理香
L.v.Beethovenのピアノ・ソナタ第 17番（op.31-2 d moll）における古典派様式
　　以前のソナタ形式との分析と比較　 …………………………………………………………  鈴　木　健　斗
ラフマニノフ《ピアノ協奏曲第 2番》をめぐる一考察
　　――旋律の特徴に着目して――　 ……………………………………………………………  近　見　りり子
スクリャービンの神秘和音における分析的研究
　――《ピアノソナタ第 5番》op.53を通して――　 …………………………………………  長　井　玲　夫
ドビュッシーの《版画》における異国趣味について　 …………………………………………  長谷川　 美　愛
プーランク《15の即興曲》に関する一考察　 …………………………………………………  古　海　　　悠
ラフマニノフ《ピアノソナタ第 2番》op.36に関する考察
　　――モティーフの扱いと鐘との関わりに着目して――　 …………………………………  宮　崎　充公梨
《謝肉祭》（作品 9）にみるシューマンの音楽観
　　――文学や演劇からの影響を中心に――　 …………………………………………………  守　田　諭　代
プーランク《2台のピアノのための協奏曲》における作曲技法について　 …………………  山　西　麻紀子
ヴェルディのオペラのリストによる編曲作品における特徴
　　――タイトルと楽曲の構成との関係――　 …………………………………………………  渡　辺　のぞみ
フランツ・リストの《メフィスト・ワルツ》に関する一考察
　　――第 1番と第 2.3.4番との比較を通して――　 …………………………………………  王　　　昭　然
W.A.モーツァルトのクラヴィーア変奏曲に関する分析的研究　 ……………………………  楊　　　　　青
アイルランド舞踊音楽の伝承における楽譜の影響　――現行の演奏に照らして――　 ……  浦　井　康　範
≪管楽器専攻≫
カール・ヨアヒム・アンデルセン研究
　　――《24の練習曲》Op.15におけるフルート奏法の研究――　 …………………………  大　塚　さゆり
J.S.バッハ作曲《無伴奏フルートのためのパルティータ　イ短調 BWV1013》の
　　アーティキュレーションに関する考察　――舞曲の性格に基づいて――　……………  杉　山　明　美
フルート演奏における「優れた演奏」を実現するための熟達過程に関する考察　 …………  鶴　巻　千　尋
M.モイーズのヴィブラート奏法　――教本の自演記録による音響解析の試み―― ………  米　津　実　穂
ブラームスのクラリネット・ソナタ第 1番の冒頭音型をめぐって　 …………………………  土　屋　郁　未
アレクサンダー・テクニークによるトランペット演奏への影響　 ……………………………  中　村　仁　美
≪弦楽器専攻≫
A.ハチャトゥリヤン作品におけるソビエト社会主義の影響
　　――ヴァイオリン作品の様式分析を通して――　 …………………………………………  秋　山　ふ　み
ブラームスのヴァイオリン・ソナタ第 1番（作品 78）に関する分析的研究
　　――和声分析を中心に――　 …………………………………………………………………  中　田　夏　希
≪声楽専攻≫
プフィッツナーのアイヒェンドルフによる《５つの歌曲》（Op.9）への考察　 ……………  打　越　梨　紗
中田喜直の歌曲研究　――歌曲集《マチネ・ポエティクによる四つの歌曲》（1950）,
　　歌曲集《ほしとたんぽぽ》（1991）を中心に――　 ………………………………………  内　田　陽　子
F.P.トスティの歌曲に関する一考察　 ……………………………………………………………  大　塚　康　祐
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G.プッチーニ《ジャンニ・スキッキ》に関する一考察
　　――プッチーニの喜劇性を中心に――　 ……………………………………………………  小　澤　理　紗
P.ヴェルレーヌの詩と音楽に関する一考察
　　――「月の光」「マンドリン」「白い月」を中心に――　 …………………………………  折　原　睦　実
大中恩の歌曲研究《ひとりぼっちがたまらなかったら》（1985）を中心に　 ………………  織　間　ひとみ
サン =サーンスの《サムソンとデリラ》におけるデリラの悪女性　 ………………………  木　村　優　花
モーツァルトとダ・ポンテのオペラにおけるスブレットの役割について　 …………………  黒　澤　春　奈
R.シュトラウスのオペラにおける女性像　――《アラベッラ》を中心に――　 …………  小　林　香　奈
ヴェルディのオペラ《ラ・トラヴィアータ》におけるヴィオレッタ像
　　――初演版と改訂版の比較を通して――　 …………………………………………………  清　水　加　奈
G.Rossiniの《Il signor Bruschino》に関する一考察　 ……………………………………………  白　井　里　枝
リヒャルト・シュトラウス《サロメ》に関する一考察
　　――サロメとヨカナーンの関係を中心に――　 ……………………………………………  関　川　 志　保
マスカーニ《カヴァレリーア・ルスティカーナ》に関する一考察
　　――その新しさと影響を中心に――　 ………………………………………………………  津久井　瑛　子
Donizettiの《L’elisir d’amore》に関する一考察　――重唱曲研究を中心として――　 ……  時　任　梨　沙
ヴェルディのオペラ《仮面舞踏会》についての一考察
　――社会的影響力を踏まえ、現代で上演する意義――　 ……………………………………  西　谷　　　光
G.ロッシーニ作曲《ランスへの旅》に関する一考察　 ………………………………………  細　川　真理愛
トマのオペラ《アムレ》研究　――「狂乱の場」を中心に――　 ……………………………  皆　川　冬　乃
ロッシーニのオペラ作品におけるバス歌手の働き
　――フィリッポ・ガッリを例に――　 …………………………………………………………  森　田　真　伍
W.A.モーツァルトの歌劇《魔笛》における現代的視点から見た夜の女王の善悪　 ………  山　口　悠紀子
シューベルト作曲《冬の旅》研究　――出版と演奏をめぐる一考察――　 …………………  吉　永　研　二
ベッリーニ作《ノルマ》に関する一考察　――《ノルマ》の源泉を中心に――　 …………  邱　　　彦　榕
≪音楽学専攻≫
ラフマニノフの交響曲第 1番再考
　――同時代のロシアの交響曲との比較を通じて――　 ………………………………………  鈴　木　七奈子
≪音楽教育専攻≫
音楽大学ピアノ専攻者のレッスンにおいて、音楽的表象の洗練を促す指導の在り方　 ……  石　井　美　波
2016 年度（平成 28 年度）
≪ピアノ専攻≫
F. リストのピアノ狂詩曲における分析的研究
　　――《スペイン狂詩曲》の主題変容を中心として――　… ………………………………  石　井　裕　二
バッハ = ブゾーニ《シャコンヌ》に関する一考察　 …………………………………………  小　濱　裕　子
《夜の音楽》におけるバルトークと自然
　　――ヨーロッパスズガエルの音響特性との関連を中心に――　 …………………………  佐　賀　知　慧
ファニー・メンデルスゾーンのピアノ曲　――《Das Jahr》（1841）を通して――　 ………  椎　葉　智　美
チャイコフスキーのピアノ協奏曲に関する一考察
　　――稿の比較に焦点を当てて――　 …………………………………………………………  新　山　友　理
ピアノ演奏における身体および筋肉の作用に関する一考察
　　――鍵盤楽器の変遷と身体構造に視点をおいて――　 ……………………………………  鈴　木　美奈子
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A. スクリャービンの《24 の前奏曲》作品 11の演奏法に関する一考察
　　――テンポ・ルバートに着目して――　 ……………………………………………………  瀬戸口　歩　美
現代のピアノによるシューベルトの演奏法に関する研究
　　――《即興曲》D899（Op.90）を例として――　 …………………………………………  高　谷　優　希
プロコフィエフのバレエ《ロメオとジュリエット》からの 10の小品について
　　――管弦楽譜とピアノ譜の相違点から見た考察――　 ……………………………………  高　渕　鈴　子
中国の「黄河大合唱」及びピアノ協奏曲「黄河」の分析的研究　 ……………………………  丁　　　一　娜
ピアノ作品《映像第 2 集》から読み解くドビュッシーの異国趣味
　　――西洋におけるジャポニズムを中心とした観察――　 …………………………………  野　田　侑　希
リストの《ピアノ・ソナタ》ロ短調における二重機能形式　―同時代の
　　《演奏会用大独奏曲》と《スケルツォとマーチ》の比較を通じて――　 ………………  橋　本　あすか
ドビュッシー　――《版画》から見る新様式への挑戦――　 …………………………………  橋　本　千　緩
現代の楽器におけるショパンのペダリング　 ……………………………………………………  長谷川　琴　美
ドビュッシーの音楽とその思想　―《前奏曲集》を中心に――　 ……………………………  花　岡　　　薫
ベートーヴェンの後期ピアノソナタにおける対位法的書法
　　――Op.101，Op.106，Op.110 のフーガ技法を中心に――　 ……………………………  舩　戸　麻　美
R. シューマンの《謝肉祭》（作品 9）に関する一考察　 ………………………………………  松　本　　　和
ブラームスのヘンデル受容
　　――《ヘンデルの主題による変奏曲とフーガ》（Op.24）を中心に――　 ………………  松　本　　　季
演奏実践の視点から見たシェンカー分析　――ベートーヴェンのピアノ・ソナタ
　　第 31番 op.110のシェンカー版とビューロー版との比較を通して――　 ………………  諸　江　史　耶
ドビュッシーのピアノ組曲における《版画》の位置
　　――《ピアノのために》との比較、分析を通して――　 …………………………………  郭　　　書　羽
≪オルガン専攻≫
J. S. Bach の《オルガン小曲集》に関する一考察　―演奏法を中心に―　 …………………  戸　松　実　来
≪管楽器専攻≫
聴衆満足の高い演奏会に関する考察
　　――演奏会の企画及び演奏者のあり方に注目して――　 …………………………………  根　岸　莉　々
R. R. ベネットの《ソナタ　アフター　シランクス》分析研究
　　――ドビュッシー作品との関連性を中心に――　 …………………………………………  安　村　　　唯
≪打楽器専攻≫
マリンバの奏法
　　――三善晃の組曲《会話》、田中利光の《マリンバの為の二章》を中心に――　 ……  日　馬　百合加
三善晃のマリンバ作品　――マリンバ音楽史における意義――　 ……………………………  鈴　木　詩　織
ヤニス・クセナキスの打楽器作品　――20世紀現代音楽の流れから――　 ………………  大和田　彩　加
管弦楽におけるティンパニの使用法
　　――和声的な観点からの分析を中心として――　 …………………………………………  高　橋　宙　詩
≪弦楽器専攻≫
J. S. バッハの《無伴奏チェロ組曲》BWV1007―1012について
　　技術的観点における学習効果の考察　 ………………………………………………………  井　口　　　歩
チェロ教則本におけるボウイングの扱いについて
　　――19世紀パリ国立音楽院を中心として――　 …………………………………………  宮　川　由　衣
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≪声楽専攻≫
エンリコ・カルーソーの業績とその伝説についての一考察
　　――彼の残した録音を手がかりに――　 ……………………………………………………  青　木　茂　則
シューマンとリストの歌曲の比較
　　――違いをもたらした社会的・思想的背景――　 …………………………………………  安孫子　誠　也
G. Pucciniのオペラ《Tosca》に関する一考察　 …………………………………………………  五十嵐　絵　菜
プッチーニ《蝶々夫人》におけるエキゾチシズム　 ……………………………………………  池　田　恭　佳
ロッシーニのオペラにおける音楽史上の革新性
　　――グランド・オペラの視点から――　 ……………………………………………………  石　原　未　紀
髙田三郎の合唱組曲《水のいのち》と歌曲集《ひとりの対話》における一考察　 …………  泉　　　　　静
日本における歌劇《椿姫》の初期の受容　――日本初演をめぐる考察――　 ………………  太　田　　　瞳
F. プーランクの目指した歌曲表現　――プーランクとシュルレアリスム――　 ……………  小　澤　美咲紀
ヴェルディのオペラ《椿姫》に関する一考察　 …………………………………………………  金　城　美奈子
G. ヴェルディのオペラ《アイーダ》に関する一考察　 ………………………………………  小　玉　翔　子
ディズニー音楽の確立と変遷
　　――《白雪姫》と《美女と野獣》の比較を通して――　 …………………………………  齊　藤　瑠　璃
アンブロワーズ・トマのオペラ《アムレ》に関する一考察
　　――オフィーリアが狂乱に至るまで――　 …………………………………………………  佐　藤　亜　樹
W. A. モーツァルトのジングシュピールにおける一考察
　　――《ツァイーデ》と《後宮からの誘拐》の関係性について――　 ……………………  須　田　綺羅々
G. Rossiniの《Otello, ossia Il moro di Venezia》に関する一考察  ………………………………  高　橋　拓　真
詩歌劇《井筒の女》に於ける一考察　 ……………………………………………………………  田　中　ひかる
ロッシーニのオペラにおけるアジリタの発声について
　　――男声の子音「H」を入れない発声と「H」を加えた発声――　 ……………………  鳥　羽　啓　太
イタリア語が奏でる音楽　――発音法と詩の韻律法から見た歌唱との関係性――　 ………  中　山　美　希
19 世紀前半のイタリアにおけるオペラ・ブッファに関する一考察
　　――G. ドニゼッティ作曲《愛の妙薬》を中心として――　 ……………………………  荷　田　直　美
時代をこえて歌い継がれる唱歌　―歌詞と音楽とに特徴をみる――　 ………………………  服　部　涼　子
日本アニメの背景音楽としてのクラシック
　　――『新世紀エヴァンゲリオン』、『銀河英雄伝説』を中心に――　 ……………………  廣　瀬　真由子
G. ロッシーニのオペラ《アルジェのイタリア女》における一考察　 ………………………  船　谷　茉　実
G. ヴェルディ《イル・トロヴァトーレ》
　　――レオノーラのアリアからみる音楽と言葉のつながり―　 ……………………………  矢田部　麻　由
G. ドニゼッティのオペラ《ランメルモールのルチア》に関する一考察　 …………………  山　下　みなみ
《アンナ・ボレーナ》と《夢遊病の女》からみるドニゼッティとベッリーニの相違　 ……  吉　岡　真　希
≪作曲専攻≫
《展覧会の絵》　―ラヴェルの管弦楽法、発想の原点―　 ………………………………………  向　後　愛　沙
ストラヴィンスキー《春の祭典》主題分析の試み
　　――民謡との関連性を中心に――　 …………………………………………………………  菅　原　裕　人
メシアン作曲《昇天 L’Ascension》における音楽語法　 ………………………………………  宋　　　瑞　炫
ラヴェルの管弦楽法　――ホルンを中心として――　 …………………………………………  中　川　真　文
王建民作曲《第四二胡狂詩曲》分析的研究　――現代音楽からの影響――　 ………………  伊　　　一　丹
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≪音楽教育専攻≫
オーケストラ・レパートリーの多様化に関する考察　 …………………………………………  小　林　早紀子
2017 年度（平成 29 年度）
≪ピアノ専攻≫
J.ブラームスの音楽観　――前期作品と後期作品の対照性――　 ……………………………  池　村　実　香
シューベルトのピアノ・ソナタ第 17番　――歌曲を通じての一考察――　 ………………  上　田　菜　緒
ラフマニノフの作品におけるディエス・イレの扱い
　　――《交響的舞曲》の分析を中心に――　 …………………………………………………  岡　本　秀　美
フランツ・シューベルトの最後の 3つのピアノ・ソナタ
　　（D 958、D 959、D960）における新しい構想について　 …………………………………  尾　木　謙　太
ビーダーマイヤー期のウィーンにおける演奏会の変化
　　――コンサート、サロンを中心に――　 ……………………………………………………  川　瀬　紗　綾
ピアノ演奏における音色および色彩表現に関する一考察
　　――楽器と身体構造の関連について――　 …………………………………………………  小　林　麻　穂
日本のコレペティートアの現状　――フィールドワークを通じて――　 ……………………  駒　崎　彩　子
シューマン作曲《ミルテの花より「献呈」》のリストとクララによるピアノ
　　編曲版の比較研究　 ……………………………………………………………………………  佐　野　佑実香
M.ラヴェルの《ラ・ヴァルス》に関する研究
　　――独奏ピアノ版と管弦楽版の比較を通して――　 ………………………………………  竹　内　優　香
ヒナステラのピアノ・ソナタ第 3番 Op.55分析研究
　　――民族主義とモダニズムのハイブリッドによる音楽――　 ……………………………  田　中　　　舞
オーケストラの音響効果に近づけるヴォーカルスコアの演奏法
　　――モーツァルトの三大オペラを中心に――　 ……………………………………………  野　川　かおる
ベートーヴェン　ピアノ・ソナタ第 29番（Op. 106）の分析
　　――対位法的手法を中心として――　 ………………………………………………………  平　原　海　人
ヨハネス・ブラームス《ピアノのための 5つの練習曲》の研究
　　――練習曲としての意義と編曲法に着目して――　 ………………………………………  藤　井　遼太郎
ラヴェルの《高雅で感傷的なワルツ》について
　　――自作編曲から読み取れる音楽観――　 …………………………………………………  本　間　明日香
クラヴィコードの演奏法研究
　　――ベーブングとトラーゲンの演奏効果とは何か――　 …………………………………  和　田　美　穂
≪管楽器専攻≫
サクソフォーンに於けるアレンジ作品の考察
　　――バロック時代の作品を中心に――　 ……………………………………………………  中　野　杏　香
Vaclav Nelhybel《Bass Trombone Concerto》についての一考察　 ………………………………  野　口　久瑠美
≪打楽器専攻≫
打楽器独奏作品における記譜法について　 ………………………………………………………  森　永　　　彰
≪弦楽器専攻≫
L.v.ベートーヴェンにおけるチェロ、コントラバスの用法研究
　　――交響曲第 9番を中心に――　 ……………………………………………………………  呉　　　惇　禎
ドヴォルザーク交響曲第 9番《新世界から》の自筆譜から見る演奏上の留意点と
　　コントラバスパートの特徴　 …………………………………………………………………  榑　松　裕　介
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≪声楽専攻≫
ヴェルディのオペラ《ラ・トラヴィアータ》に関する一考察　 ………………………………  薄　井　美　伽
戦争と音楽　――アジア・太平洋戦争期の音楽統制と陸軍軍楽隊の実像――　……………  遠　藤　有　華
声楽におけるジェンダー・フリーの可能性　――声楽家の立場からの考察――　 …………  奥　秋　大　樹
レナード・バーンスタイン《ピーター・パン》の研究　 ………………………………………  小　淵　朱　里
プッチーニのオペラ《蝶々夫人》のモデルになった女性　 ……………………………………  木　原　理　菜
ヘンデル《リナルド　Rinaldo》におけるカストラートの研究　 ……………………………  栗　原　　　静
ニコロ・ヨンメッリのオペラ・セリアにおける一考察
　　――レチタティーヴォ・アッコンパニャートに焦点を当てて――　 ……………………  小　菅　莉　奈
團伊玖磨による歌劇《夕鶴》の音楽と戯曲の関係性について　 ………………………………  齋　藤　　　彩
ベッリーニのオペラにおける台本と音楽について　 ……………………………………………  関　谷　ほのか
オペラ《ラ・ボエーム》に関する一考察
　　――ブッチーニとレオンカヴァッロの作品の比較を通して――　 ………………………  中　村　早　希
R. Leoncavallo作曲《道化師》に関する一考察　 ………………………………………………  服　部　裕　樹
日本における音楽劇の普及に関する考察
　　――オペラとミュージカルを中心として――　 ……………………………………………  林　　　真悠美
〈憧れを知る人だけが Nur wer die Sehnsucht Kennt〉の比較研究
　　――ゲーテの時代のドイツ歌曲の理想――　 ………………………………………………  増　渕　　　茜
《コシ・ファン・トゥッテ》におけるギリシャ・ローマ神話の要素
　　――ダ・ポンテとモーツァルトのオペラ戦略――　 ………………………………………  町　田　　　亮
アルノルト・シェーンベルクの宗教観についての一考察
　　――歌曲作品を中心として――　 ……………………………………………………………  山　本　将　生
《魔笛》におけるパミーナ　――台本と音楽からみるパミーナの「成熟」――　 …………  渡　辺　千　晶
≪作曲専攻≫
黛敏郎《BUGAKU》に関する分析的研究　――雅楽作品との比較を中心に――　 ………  小　田　実結子
≪音楽学専攻≫
モーツァルトのオペラにおける装飾音に関する一考察　 ………………………………………  小　幡　　　慧
ショパンの《12のエチュード》Op. 10および Op. 25における「響き」
　　――10度音程と逸脱的表現との関係から――　 …………………………………………  林　　　香　里
≪音楽教育専攻≫
音楽科におけるリーダーシップ教育の可能性
　　――「社会に開かれた教育課程」の実現に向けて――　 …………………………………  石　川　直　弥
歌唱指導における教師のセルフ・エフィカシーに関する検討　 ………………………………  椎　名　彩　実
保幼小における音楽学習の検討　――小 1プロブレムの解消のために――　 ………………  龍　田　真悠子
中国の合唱教育に資するために　――日本の音楽教育を通して――　 ………………………  賀　　　頌　凱
2018 年度（平成 30 年度）
≪ピアノ専攻≫
R.シューマンのピアノ曲における前打音　――奏法に関する一考察――　 ………………  佐　藤　晴　香
ショパン《24の前奏曲 作品 28》の歴史的価値
　　――音楽史における「前奏曲」の変遷を通じて――　 ……………………………………  佐　藤　佳　樹
ドビュッシーとラロから読み解くフランスにおけるケルト伝説　 ……………………………  猿　渡　　　茜
フランツ・リストのバラード第 2番における分析的研究
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　　――伝統的な形式としての側面――　 ………………………………………………………  清　水　　　周
ムツィオ・クレメンティの音楽ビジネスと創作活動
　　――ピアノフォルテ製造業の視点から――　 ………………………………………………  菅　原　修　一
グリーグの《抒情小曲集》第 5集以降における響きの革新性
　　――抒情性とノルウェーの民族性の関係――　 ……………………………………………  都　築　彩　音
ブラームスの晩年の小品集における「インテルメッツォ」の意味
　　――《3つのインテルメッツォ》作品 117の分析を通して――　 ………………………  徳　田　知　穂
ブラームスのピアノ音楽における後期の転換に関する研究
　　――Op.5、Op.76の分析を通して――　 ……………………………………………………  中　澤　覧　月
シューベルトのピアノソナタ第 16番における一考察　 ………………………………………  根　岸　由規子
L.v.Beethoven（1770–1827）の 2楽章構成によるピアノソナタの変遷　 ……………………  野　口　侑　莉
一柳慧の《雲の表情》Ⅰ -Ⅲにおける一考察　――楽曲分析からみえる音楽作品における
　　「時間」と「空間」の在り方――　 …………………………………………………………  藤　井　千　裕
ショパンのバラード第 3番についての考察　 ……………………………………………………  堀之内　千　花
《幼子イエスに注ぐ 20のまなざし》に見られるメシアンの音楽言語について　 ……………  松　崎　紀　佳
ジョン・フィールドによる「ノクターン」の創始とその受容
　　――「ノクターン」と「非ノクターン的な作品」の関係――　 …………………………  森　　　麻里菜
クロード・ドビュッシーの《映像第 1集》に関する分析と考察
　　――《ベルガマスク組曲》と比較して――　 ………………………………………………  山　川　麻由美
ラフマニノフの 2台ピアノ作品組曲第 1番をめぐる一考察
　　――ロシア正教との関わりを中心に――　 …………………………………………………  山　崎　芽　生
ドビュッシーの《前奏曲第 2集》をめぐる一考察　――分析と演奏法の観点から――　 …  山　田　亜理沙
ベートーヴェン《エロイカ変奏曲》の研究
　　――「プロメテウスの創造物」の主題変容の分析を中心として――　 …………………  張　　　育　瑄
フランツ・リスト〈ダンテを読んで〉の構造
　　――"Fantasia quasi Sonata"としての〈ダンテを読んで〉――　 …………………………  楊　　　唯　希
信時潔の交声曲《海道東征》についての一考察
　　――日本固有の音階の使用に着目して――　 ………………………………………………  古　幡　　　諒
≪管楽器専攻≫
ライネッケのフルート・ソナタ《ウンディーネ》Op.167に関する一考察―物語と
　　曲の構成との比較研究―　 ……………………………………………………………………  武　田　成　美
ロベルト・シューマンとクララ・シューマンの《Drei Romanzen》に関する一考察　 ……  川　端　亜　基
グラズノフとサクソフォン
　　――サクソフォン四重奏曲とサクソフォン協奏曲を中心に――　 ………………………  池　田　　　葵
L.H.ベルリオーズの幻想交響曲におけるテューバの演奏法　 ………………………………  三　浦　可南子
クラリネットの発展ともたらされた楽曲への影響およびその解釈
　　――ブラームスとドビュッシーを題材に――　 ……………………………………………  李 　　　 　岳
≪打楽器専攻≫
日本の木琴・マリンバ界の発展における朝吹英一の功績について
　　――朝吹英一に関わる人物からの証言と文献をもとにして――　 ………………………  古　家　啓　史
≪弦楽器専攻≫
プロコフィエフのヴァイオリン協奏曲第 1番ニ長調 Op.19に関する一考察
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　　――作曲者が語る 4つの要素に着目して――　 ……………………………………………  茨　木　優　香
J.S.バッハ《無伴奏ヴァイオリンのためのソナタとパルティータ
　　Sechs Sonaten und Partiten für Violine solo》 BWV1001-1006より
　　〈パルティータ第 3番　ホ長調〉 BWV1006の研究
　　――バロック舞踏の振り付けから読み解く音楽表現――　 ………………………………  冨　田　明　花
ブラームス作曲　ヴァイオリンソナタ第 2番 Op.100の分析研究
　　――作曲技法、他の室内楽作品との比較関連を中心に――　 ……………………………  三　宅　梨　絵
バロック古典組曲の音楽と踊りの関係性について
　　――J.S.バッハの《無伴奏チェロ組曲》より〈第 5番ハ短調〉BWV1011を中心に――　
　　 ……………………………………………………………………………………… 　DALFANDY K.O.CHEAH
19世紀におけるイタリア・ハープ音楽の独自性
　　――北イタリアと南イタリアの比較から――　 ……………………………………………  佐　藤　杏　樹
≪声楽専攻≫
オペラ演出における台本への忠実さという観点から
現代演出についての一考察　 ………………………………………………………………………  相　原　直　子
リチャード・ミラーの発声に関する一考察　 ……………………………………………………  加　藤　　　隼
歌い継がれる童謡の特徴と意味　 …………………………………………………………………  清　水　智紗子
G.ヴェルディのオペラ作品における親子関係
　　――オペラ化されなかった『リア王』の存在――　 ………………………………………  杉　浦　純　子
歌手アロイジア・ヴェーバー　――生涯と活動――　 …………………………………………  辻　田　紗　理
ヴェルディのオペラ《椿姫 La Traviata》に関する一考察　 ……………………………………  根　本　璃　音
19世紀イタリアの「狂乱の場」についての一考察　――ベッリーニの《海賊》と
　　ドニゼッティの《アンナ・ボレーナ》を中心として――　 ………………………………  山　口　遥　輝
趙元任の芸術歌曲について　――中国歌曲史に与えた影響――　 ……………………………  李　　　茂　林
カウンターテナー研究　――歴史とレパートリーからの考察――　 …………………………  河　野　康　成
≪作曲専攻≫
黄自とオラトリオ「長恨歌」に関する一考察
　　――創作思想と作曲技法の関連性について――　 …………………………………………  張　　　大　威
≪音楽学専攻≫
日本と韓国における子供向けの伝統音楽の教育・普及活動に関する研究
　　――学校と公的な機関の取組みの比較を中心に――　 ……………………………………  鈴　木　志　織
ラヴェルの管弦楽用編曲作品における特徴
　　――独奏ピアノ版と管弦楽版との比較を通して――　 ……………………………………  安　川　知　里
≪音楽教育専攻≫
学校音楽活動による人間的素養の涵養を目指して
　　――高等学校マーチングバンド活動を通して――　 ………………………………………  采　女　真　弥
音楽専攻学生における対処行動としての音楽の活用　 …………………………………………  片　岡　佐　保
音楽科における学び続ける教員像確立の試み
　　――「学びの共同体」を手掛かりとして――　 ……………………………………………  田　島　弘　子
高等学校芸術科 (音楽 )鑑賞領域における学習活動改善の視点　 ……………………………  林　　　香里奈
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2019 年度（平成 31 年度）
≪ピアノ専攻≫
R.シューマン《ノヴェレッテン Novelletten》Op.21への考察
　　――戯曲との関連を中心に――　 ……………………………………………………………  入　江　真　子
バレエ《眠れる森の美女》に関する一考察
　　――リラの精とカラボスのライトモチーフ分析を中心に――　 …………………………  小　川　浩　佳
シマノフスキの《20のマズルカ》作品 50をめぐる一考察
　　――ポトハレ地方の民俗音楽との関連に着目して――　 …………………………………  神　山　真莉子
F.リスト《死の舞踏》S.126における 2つの聖歌の引用をめぐって
　　――F.ブゾーニによる編曲稿 BV B72との比較研究　 ……………………………………  小　玉　春　香
ショパン《エチュード》Op.25の研究
　　――ポリフォニー書法の分析を中心として――　 …………………………………………  庄　田　一　行
F.リストの《ハンガリー狂詩曲》におけるロマ的特徴　 ………………………………………  田　村　佳　愛
一側性難聴における音楽感受 ,および音楽活動への影響の検討
　　――質問紙調査を中心として――　 …………………………………………………………  辻　　　慎　也
ピアノ講師の社会的役割　 …………………………………………………………………………  中　目　早友加
C.ドビュッシー《前奏曲第 1集》における音楽語法の研究
　　――和声分析を中心に――　 …………………………………………………………………  難　波　実可子
ラマルチーヌやショパンとの関係からみた F.リスト《詩的で宗教的な調べ》S.173最終稿
　　――リストの言説を基にした分析を通して――　 …………………………………………  西　出　祐里江
R.シューマンの《幻想曲》op.17の楽曲分析を通してみる
　　クララ・ヴィークとの相互作用　 ……………………………………………………………  野　口　悠　佳
ブラームス晩年のピアノ小品集における《6つのピアノ小品集》作品 118の意味 …………  野　村　茉　由
アレクサンダー・テクニークのピアノ奏法への応用
　　――F.リスト《巡礼の年 第 2年イタリア》より
　　ダンテを読んで　ソナタ風幻想曲〉の実践を通した一考察――　 ………………………  林　　　香　織
W.A.Mozartの《2台ピアノのためのソナタ》KV448に関する分析的研究　 ………………  平　林　愛　花
アルベニス作曲《イベリア》に関する一考察
　　――リズム・施法の分析を中心として――　 ………………………………………………  福　山　佳　織
F.リストの《BACHの主題による前奏曲とフーガ》と
　　《BACHの主題による幻想曲とフーガ》におけるバス書法
　　――J.S.バッハのオルガン作品とリストによるピアノ編曲との比較を通じて――　 …  棟　近　綾　奈
ベートーヴェンのピアノ・ソナタ第 12番《葬送》における実験性　 ………………………  森　山　莉　子
ラヴェルの創作とスペイン音楽との関わり
　　――〈ハバネラ〉と〈道化師の朝の歌〉の分析的考察を中心に――　 …………………  山　中　涼　恵
R.シューマンの《クライスレリアーナ》Op.16における「ファンタジー性」 ……………　 若　林　佑　季
≪ピアノコラボレイティヴアーツ専攻≫
　　カミーユ・サン＝サーンスのヴァイオリン・ソナタ第 1番作品 75についての一考察
　　――アンサンブル・ピアニストとしての演奏解釈について――　 ……………………… 伊　東　茉　帆
オペラ＝コミック座におけるビゼー《カルメン》の
　　キャラクター造形の革新性と演奏解釈 …………　………………………………………… 鈴　木　　　瞳
コレペティトゥアの役割とオーケストラパートのピアノでの演奏法　 ………………………  茶谷本　真友奈
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ベートーヴェンのピアノ三重奏曲における楽器法と変奏方法の研究
　　――変奏曲形式による楽章を通して――　 …………………………………………………  野　村　絵　菜
モーツァルトのオペラ《コシ・ファン・トゥッテ》についての一考察
　　――コレペティトゥアの視点から――　 ……………………………………………………  増　田　美　緒
民謡詩集『少年の魔法の角笛』による歌曲の研究
　　――マーラーの歌曲集《少年の魔法の角笛》を中心に――　 ……………………………  吉　川　安　美
≪オルガン専攻≫
ショパンの作品にみられるバロック様式の受容 
　　――《ポロネーズ＝ファンタジー》Op.61を通して――　 ………………………………  田　中　牧　子
≪管楽器専攻≫
トロンボーンの歴史的変遷とレパートリー　 ……………………………………………………  長　友　遥　夏
≪打楽器専攻≫
時代背景に則したティンパニ奏法とは　 …………………………………………………………  山　口　大　海
≪弦楽器専攻≫
ブラームスのヴァイオリン協奏曲作品 77のソロパートの成立に関する研究
　　――ヨアヒムによる修正稿などを通して――　 ……………………………………………  伊　澤　郁　奈
プロコフィエフのヴァイオリン協奏曲第 1番ニ長調 Op.19に関する一考察
　　――ヴァイオリンの奏法 , スル・ポンティチェロを中心に――　 ………………………  杉　森　　　桜
ヴァイオリン演奏の際の効果的な身体の使い方
　　――アレクサンダー・テクニークによる実践を通して――　 ……………………………  原　田　百合恵
チェロにおけるスチール弦とガット弦の比較
　　――ヴィブラートによる音響変化を中心に――　 …………………………………………  齋　藤　　　恵
≪声楽専攻≫
モーツァルトのコンサート・アリアについての一考察
　　――バリトンとバス用の曲を中心に――　 …………………………………………………  奥　野　聖　太
佐藤春夫『しぐれに寄する抒情』における詩と音楽の関係
　　――平井康三郎、團伊玖磨、大中恩の作品分析を中心として――　 ……………………  鍛　冶　祐　子
プッチーニ《蝶々夫人》研究　――複数の版の比較を通して――　 …………………………  金　子　千　咲
童謡作曲家としての下総皖一　――その作品と郷土における受容――　 ……………………  河　原　幸　香
ロジャー・クィルターとシェイクスピア 
　　――《シェイクスピアの 3つの歌曲》op.6を中心に――　 ………………………………  桑　田　　　怜
ディアギレフとオペラ　――《マヴラ》を中心に――　 ………………………………………  須　藤　歩　希
モーツァルトのオペラ《フィガロの結婚》のアリアにおける感情表現　 ……………………  廣　澤　佐　綾
G.F.ヘンデル作曲《世の罪のために苦しみ死にたまうイエス》（HWV48）
　　別名《ブロッケス受難曲》における「シオンの娘」の役割　 ……………………………  村　岡　小綾子
G.ヴェルディのオペラ《ファルスタッフ》の研究　 …………………………………………  山　崎　愛　実
演劇記号論から見たオペラの可能性 
　　――グノー作曲《ロミオとジュリエット》を通して――　 ………………………………  山　崎　友　理
バリトンとバスの声帯の違いについて
　　――声帯の長さと音域のかかわりを中心に――　 …………………………………………  山　田　悠　雅
ヴェルディ晩年期のオペラ《オテロ》での新しい試み …………………………………………  横　山　七　美
イタリア喜歌劇の経緯と幕間劇
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　　――G.B.ペルゴレージの喜歌劇《奥様女中》を例として――　 ………………………  田　　　佳　鑫
≪作曲専攻≫
武満徹の作風に関する研究 
　　――《ノーヴェンバー・ステップス》、《遠い呼び声の彼方へ！》を中心に――　……  王　　　静　遠
ピッチクラス・セット理論の研究　――アレン・フォルテの理論を中心に――　 …………  鄭　　　　　浩
ピエール・ブーレーズの《二重の影の対話》の分析研究
　　――音響デザインと音響素材を中心に――　 ………………………………………………  趙　　　　　森
オペラ《江姐》の時代背景と旋律作法について　 ………………………………………………  季　　　福　豪
≪音楽学専攻≫
ブラジルにおける日本民謡の受容とその変化
　　――グループ民 Grupo Minを事例として――　 ……………………………………… NISHIMURA MARY
≪音楽教育専攻≫
音楽学習の熟達化過程と音楽科教師の関わり　 …………………………………………………  小　澤　有　希
地域に根づいた市民音楽団体の団員に求められる能力の育成　 ………………………………  庭　野　正　宗
表現豊かな歌唱表現を目指した指導　――中学校音楽科指導案を参考として――　 ………  陶　　　芸　婕
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≪ピアノ専攻≫
R.シューマン《ノヴェレッテン Novelletten》Op.21への考察
　　―戯曲との関連を中心に―……………………………………………………………入　江　真　子
バレエ《眠れる森の美女》に関する一考察
　　―リラの精とカラボスのライトモチーフ分析を中心に―…………………………小　川　浩　佳
シマノフスキの《20のマズルカ》作品 50をめぐる一考察
　　―ポトハレ地方の民俗音楽との関連に着目して―…………………………………神　山　真莉子
F.リスト《死の舞踏》S.126における 2つの聖歌の引用をめぐって
　　―F.ブゾーニによる編曲稿 BV B72との比較研究 …………………………………小　玉　春　香
ショパン《エチュード》Op.25の研究
　　―ポリフォニー書法の分析を中心として―…………………………………………庄　田　一　行
F.リストの《ハンガリー狂詩曲》におけるロマ的特徴 …………………………………田　村　佳　愛
一側性難聴における音楽感受 ,および音楽活動への影響の検討
　　―質問紙調査を中心として―…………………………………………………………辻　　　慎　也
ピアノ講師の社会的役割………………………………………………………… …………中　目　早友加
C.ドビュッシー《前奏曲第 1集》における音楽語法の研究
　　―和声分析を中心に―…………………………………………………………………難　波　実可子
ラマルチーヌやショパンとの関係からみた
　　F.リスト《詩的で宗教的な調べ》S.173最終稿
　　―リストの言説を基にした分析を通して―…………………………………………西　出　祐里江
R.シューマンの《幻想曲》op.17の楽曲分析を通してみる
　　クララ・ヴィークとの相互作用………………………………………………………野　口　悠　佳
ブラームス晩年のピアノ小品集における
　　《6つのピアノ小品集》作品 118の意味 ……………………………………………野　村　茉　由
アレクサンダー・テクニークのピアノ奏法への応用
　　―F.リスト《巡礼の年 第 2年イタリア》より
　　ダンテを読んで　ソナタ風幻想曲〉の実践を通した一考察― ……………………林　　　香　織
W.A.Mozartの《2台ピアノのためのソナタ》KV448に関する
　　分析的研究………………………………………………………………………………平　林　愛　花
アルベニス作曲《イベリア》に関する一考察
　　―リズム・施法の分析を中心として―………………………………………………福　山　佳　織
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F.リストの《BACHの主題による前奏曲とフーガ》と
　　《BACHの主題による幻想曲とフーガ》におけるバス書法
　　―J.S.バッハのオルガン作品とリストによるピアノ編曲との
　　比較を通じて―…………………………………………………………………………棟　近　綾　奈
ベートーヴェンのピアノ・ソナタ第 12番《葬送》における実験性 …………………森　山　莉　子
ラヴェルの創作とスペイン音楽との関わり 
　　―〈ハバネラ〉と〈道化師の朝の歌〉の分析的考察を中心に―…………………山　中　涼　恵
R.シューマンの《クライスレリアーナ》Op.16における「ファンタジー性」 ………若　林　佑　季
≪ピアノコラボレイティヴアーツ専攻≫
カミーユ・サン＝サーンスのヴァイオリン・ソナタ第 1番作品 75についての一考察
　　―アンサンブル・ピアニストとしての演奏解釈について―………………………伊　東　茉　帆
オペラ＝コミック座におけるビゼー《カルメン》の
　　キャラクター造形の革新性と演奏解釈………………………………………………鈴　木　　　瞳
コレペティトゥアの役割とオーケストラパートのピアノでの演奏法…………………茶谷本　真友奈
ベートーヴェンのピアノ三重奏曲における楽器法と変奏方法の研究
　　―変奏曲形式による楽章を通して……………………………………………………野　村　絵　菜
モーツァルトのオペラ《コシ・ファン・トゥッテ》についての一考察
　　―コレペティトゥアの視点から―……………………………………………………増　田　美　緒
民謡詩集『少年の魔法の角笛』による歌曲の研究
　　―マーラーの歌曲集《少年の魔法の角笛》を中心に―……………………………吉　川　安　美
≪オルガン専攻≫
ショパンの作品にみられるバロック様式の受容 
　　―《ポロネーズ＝ファンタジー》Op.61を通して― ………………………………田　中　牧　子
≪管楽器専攻≫
トロンボーンの歴史的変遷とレパートリー………………………………………………長　友　遥　夏
≪打楽器専攻≫
時代背景に則したティンパニ奏法とは……………………………………………………山　口　大　海
≪弦楽器専攻≫
ブラームスのヴァイオリン協奏曲作品 77のソロパートの成立に関する研究
　　―ヨアヒムによる修正稿などを通して―……………………………………………伊　澤　郁　奈
プロコフィエフのヴァイオリン協奏曲第 1番ニ長調 Op.19に関する一考察
　　―ヴァイオリンの奏法 , スル・ポンティチェロを中心に― ………………………杉　森　　　桜
ヴァイオリン演奏の際の効果的な身体の使い方
　　―アレクサンダー・テクニークによる実践を通して―……………………………原　田　百合恵
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チェロにおけるスチール弦とガット弦の比較
　　―ヴィブラートによる音響変化を中心に―…………………………………………齋　藤　　　恵
≪声楽専攻≫
モーツァルトのコンサート・アリアについての一考察
　　―バリトンとバス用の曲を中心に―…………………………………………………奥　野　聖　太
佐藤春夫『しぐれに寄する抒情』における詩と音楽の関係
　　―平井康三郎、團伊玖磨、大中恩の作品分析を中心として― ……………………鍛　冶　祐　子
プッチーニ《蝶々夫人》研究
　　―複数の版の比較を通して―…………………………………………………………金　子　千　咲
童謡作曲家としての下総皖一
　　―その作品と郷土における受容―……………………………………………………河　原　幸　香
ロジャー・クィルターとシェイクスピア 
　　―《シェイクスピアの 3つの歌曲》op.6を中心に― ………………………………桑　田　　　怜
ディアギレフとオペラ
　　―《マヴラ》を中心に―………………………………………………………………須　藤　歩　希
モーツァルトのオペラ《フィガロの結婚》のアリアにおける感情表現………………廣　澤　佐　綾
G.F.ヘンデル作曲《世の罪のために苦しみ死にたまうイエス》(HWV48)
　　別名《ブロッケス受難曲》における「シオンの娘」の役割………………………村　岡　小綾子
G.ヴェルディのオペラ《ファルスタッフ》の研究 ……………………………………山　崎　愛　実
演劇記号論から見たオペラの可能性 
　　―グノー作曲《ロミオとジュリエット》を通して―………………………………山　崎　友　理
バリトンとバスの声帯の違いについて
　　―声帯の長さと音域のかかわりを中心に―…………………………………………山　田　悠　雅
ヴェルディ晩年期のオペラ《オテロ》での新しい試み…………………………………横　山　七　美
イタリア喜歌劇の経緯と幕間劇
　　―G.B.ペルゴレージの喜歌劇《奥様女中》を例として …………………………田　　　佳　鑫
≪作曲専攻≫
武満徹の作風に関する研究 
　　―《ノーヴェンバー・ステップス》、《遠い呼び声の彼方へ！》を中心に―……王　　　静　遠
ピッチクラス・セット理論の研究
　　―アレン・フォルテの理論を中心に―………………………………………………鄭　　　　　浩
ピエール・ブーレーズの《二重の影の対話》の分析研究
　　―音響デザインと音響素材を中心に―………………………………………………趙　　　　　森
オペラ《江姐》の時代背景と旋律作法について…………………………………………季　　　福　豪
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≪音楽学専攻≫
ブラジルにおける日本民謡の受容とその変化
　　―グループ民 Grupo Minを事例として― ……………………………………… NISHIMURA MARY
≪音楽教育専攻≫
音楽学習の熟達化過程と音楽科教師の関わり……………………………………………小　澤　有　希
地域に根づいた市民音楽団体の団員に求められる能力の育成…………………………庭　野　正　宗
表現豊かな歌唱表現を目指した指導
　　―中学校音楽科指導案を参考として―………………………………………………陶　　　芸　婕
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≪音楽学学科≫
戦前の日本における西洋音楽受容をめぐる一考察
　　―雑誌『音楽世界』を中心に―………………………………………………………大　谷　善　英
≪音楽教育学科≫
日本のリトミック教育における小林宗作の貢献…………………………………………本　木　優　里
異文化受容プロセスと音楽…………………………………………………………………重　泉　弥　子
戦後中学校音楽科教科書における我が国の伝統音楽の扱いに関する研究
　　―雅楽《越天楽》の記述の変遷に着目して―………………………………………一之瀬　　　恵
ポピュラー音楽を用いた音楽科授業の検討………………………………………………寺　本　眞　由
≪音楽環境運営学科≫
音楽イベントにおける商業地区の活性化
　　─新宿サザンテラスを例に─…………………………………………………………金　田　諒　平
茨城県つくば市における《科学と融合した文化芸術》について………………………杉　田　真侑花
ブルーノートのレコードジャケットから見る音楽とイメージの関係について………間　山　　　駿
喫茶文化の変遷と我が国における今後のあり方についての一考察 ……………………横　田　きずな
マスメディアから見る動画共有サイトの社会的変化……………………………………梅　津　隼　也
舞台芸術制作者の労働環境に関する考察…………………………………………………細　井　優　花
